
花
も
笑
顔
も
咲
き
誇
る

あ
た
た
か
い
ま
ち
、
三
股
町

花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
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4 三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　http://www.town.mimata.lg.jp/bunka/ ）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。

■日時／5月3日［水・祝］ 午後２時開演（開場は30分前）
■�料金／一般…1,000円（当日1,500円）・ 大学生以下…500円（当

日1,000円）・ペア…1,500円（前売のみ）・未就学児…無料
※全席自由　※電話予約可　※WEB予約可(三股町立文化会館WEBサイト)

　※大学生以下は、入場の際「学生証」の提示をお願いすることがあります
■出演／ Twilight Trombone Quartet（今村岳志・東川暁洋・廣田純一・佐藤敬一朗）

 Twilight
Trombone
Quartet

音楽劇『トワイライトdeオペラ』
～素晴らしきオペラの世界～

～トロンボーン四重奏で送るオペラの名曲～

み ま た 演 劇 フ ェ ス テ ィ バ ル ２ ０ １ ７

まちなかでドラマに
出会える３日間
2017

読む
ドラマ

書く
ドラマ

観る
ドラマ

 ５月

 26日

 27日

 28日

●

●

●

金

土

日

①�ヨムドラ！［読むドラマ］ 2016年文化会館戯曲講座で生まれた短編
６本を ｢公募で集まった町民×九州の新鋭演出家｣｢九州屈指の劇団｣
が ｢朗読劇（リーディング）｣ にて上演。会場はまちなかの建物を利用
した特設劇場です。劇場間を歩いてお楽しみください。
②�カクドラ！［書くドラマ］ 90分でドラマ（演劇台本）が書ける体験講

座。書き上げた作品は、まちドラ！期間中、俳優たちがリーディング
で披露してくれるというぜいたくな特典付。（無料・事前申込が必要で
す。三股町立文化会館まで。）
③�ミルドラ！［観るドラマ］ 三股町立文化会館では、すぐれた演劇作品

を上演します。今年は、熊本を中心に全国での演劇活動を展開する劇
団、「劇団きらら」。
④�「まちCafé ！」そして 「歌ったり踊ったりのSTAGE！」 観劇の合

間にちょっと一息、くつろぎの空間。どうぞお気軽に！

遠
足
気
分
で
特
設
劇
場
巡
り
！

三
股
で
ド
ラ
マ
を
満
喫
く
だ
さ
い
！

２
０
１
２
年
に
始
ま
っ
た「
ま
ち
ド
ラ
！
」。

２
０
１
７
年
は
５
月
26
～
28
日
の
開
催
が
決
定
！

ま
ち
な
か
の
特
設
劇
場
を
舞
台
に
ド
ラ
マ（
演
劇
）

が
あ
ふ
れ
出
ま
す
。詳
細
は〈
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
〉で
。

■日時／5月20日［土］ 午後７時開演（開場は30分前）

21日［日］
午前11時・午後３時開演

　　　　　　　　　　　　　　　　　
（開場はいずれも30分前）

■�料金／一般…1,500円（当日2,000円）・ 高校生以下…500円（当日1,000円）
■※全席自由　※電話予約可　※WEB予約可(三股町立文化会館WEBサイト)
　※高校生以下は、入場の際「学生証」の提示をお願いすることがあります
　　　■出演／ますなが あすか・北村 茜（with a clink）
　　　■会場／小倉邸（三股町大字樺山3991）

作
／
髙
橋
俊
行　

演
出
／
永
山
智
行
（
こ
ふ
く
劇
場
）

詩
う
娘
は
「
う
た
」
を
捨
て
た
。山
の
娘
は
文
字
を
知
ら
な
か
っ
た
。

一
度
見
合
い
を
し
た
だ
け
の
相
手
に
手
紙
を
送
り
続
け
る
山
の
娘
。

文
字
が
書
け
な
い
娘
は
、「
女
郵
便
屋
さ
ん
」
に
代
筆
を
頼
む
。

山
の
季
節
が
移
ろ
う
ご
と
に
、
娘
た
ち
の
「
夢
」
も
少
し
ず
つ
形
を
変
え
て
行
く
。

■日時／5月14日[日] 午後２時開演（開場は30分前）

■料金／無料（三股町立図書館で配布する「整理券」が必要です）
■出演／�小さな音楽会
　川﨑圭子（うた・おはなし）横山桂子（ピアノ・フルート・キーボード）
　福永那津子（ピアノ）愛川義夫（クラシックギター）
■お問い合わせ・電話予約／
　三股町立図書館（Tel.0986-51-3200）

Concert
of the
Story
and
Music

★14th 小さな音楽会の

おはなしと音楽の
コンサート2017

ま ち ド ラ！ ２ ０ １ ７　 プ レ ド ラ ！  

Takeshi Imamura

Akihiro Higashikawa

Junichi Hirota

Keiichiro Sato

Spring Tour 2017
トワイライト トロンボーン カルテット　スプリングツアー 2017

三股中学校の生徒２人が、まちのお金の使い道を学ぶために
町役場を訪れました。
町職員人事異動情報をお知らせします…8　平成28年度 「三股町教育研究所閉所式」
および「三股町小・中学校教育研究論文表彰式」を開催しました…9　まちの話題…12

…………2

平成29年度当初予算　〜１年間のお金の使い方が決まりました〜

教えて！まちのお金の
使い道

■
発

行
・

編
集

：
三

股
町

 総
務

課
TEL：

0986（
52）1113

　
FA

X
：
0986（

52）4944
〒

8
8

9︲19
9

5
 宮

崎
県

北
諸

県
郡

三
股

町
五

本
松

１︲１
平

成
2

9
年

４
月

１
日
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私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る

大
切
な「
予
算
」

平
成
29
年
度
の
予
算
は
︑
98
億
５
０
０

０
万
円
と
な
り
︑
昨
年
度
と
比
べ
て
５
億

５
０
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
︒

こ
の
増
加
の
主
な
理
由
と
し
て
は
︑
景

気
が
緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
こ
と
や
︑

新
築
住
宅
の
増
加
な
ど
で
税
収
が
増
え
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒ま
た
︑町
営
住
宅

の
建
設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
や
保
育

園
・
認
定
子
ど
も
園
へ
の
運
営
費
補
助
と

い
っ
た
扶
助
費
が
増
え
た
こ
と
で
︑
国
や

平成29年度当初予算

●平成29年度　会計別予算額
会計名 予算額 前年比（％）

一般会計 98億5,000万円 ⬆ 5.9％
特別会計 66億7,631万円 ⬆ 3.9％

国民健康保険事業 35億4,011万円 ⬆ 1.2％
後期高齢者医療保険事業 2億6,879万円 ⬆ 10.6％
梶山地区農業集落排水事業 4,653万円 ⬇ △ 1.6％
宮村南部地区農業集落排水事業 3,722万円 ⬆ 0.5％
公共下水道事業 5億4,407万円 ⬆ 27.7％
介護保険事業 22億1,210万円 ⬆ 2.5％
介護保険サービス事業 2,749万円 ⬆ 93.9％

企業会計（収益的収入） 4億1,986万円 ⬇ △ 0.1％
水道事業 4億1,986万円 ⬇ △ 0.1％

合　計 169億4,617万円 ⬆ 5.0％
※平成28年度総計…161億4,375万円

※�グラフは四捨五入のため、実際の数字と一致しない場合があります。

〜
１
年
間
の
お
金
の
使
い
方
が
決
ま
り
ま
し
た
〜

教
え
て
！
ま
ち
の
お
金
の
使
い
道

三
股
中
学
校
の
喜き

瀬せ

駆か
け
る

く
ん
と
田た

代し
ろ

小こ

夏な
つ

さ
ん
が
、

ま
ち
の
お
金
の
使
い
道
を
学
ぶ
た
め
に
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、１
年
間
の「
ま
ち
の
お
金
の
使
い
道
」を
２
人
に
説
明
し
な
が
ら
、

平
成
29
年
度
当
初
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
も
増
加
し
︑
予
算

規
模
が
大
き
く
膨
ら
み
ま
し
た
︒

本
年
度
も
︑
生
活
全
般
の
施
策
を
経
理

す
る﹁
一
般
会
計
﹂と
︑公
共
下
水
道
事
業
や

介
護
保
険
事
業
な
ど
の
特
定
事
業
を
経
理

す
る﹁
特
別
会
計
﹂に
よ
っ
て
︑ま
ち
の
特
性

を
活
か
し
つ
つ
将
来
の
成
長
に
繋
が
る
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
︒行
政
サ
ー
ビ
ス
に

偏
り
が
出
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
︑
各

種
基
金
な
ど
限
ら
れ
た
財
源
を
︑
将
来
に

わ
た
っ
て
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
︑事

務
事
業
の
取
捨
選
択
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

今
後
も
︑各
種
基
金
︵
貯
金
︶
や
借
入
残

高
を
考
慮
し
な
が
ら
︑
将
来
に
不
安
を
与

え
な
い
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
︒ま
た
︑快

適
な
住
環
境
の
整
備
や
移
住
定
住
に
繋
が

る
各
種
施
策
に
取
り
組
み
︑
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
︒

【用語説明】
◦義務的経費…制度的に支出が義務付けられている経費。　
　・人件費……職員給与、議員・非常勤職員報酬など。
　・扶助費……�高齢者、児童、障害者などに対して行う支援のための

経費。
　・公債費……町の借金などを返還する経費。
◦経常的経費…毎年度持続して固定的に支出される経費。
　・物件費……賃金、旅費、交際費、需用費などの経費。
　・繰出金……�一般会計、特別会計、基金の間で、相互に資金運用を

するための経費。
　・補助費等…�町からほかの団体などに対して支払う経費で、報償費

（講師謝金など）、役務費（保険料など）、補助金などが
該当。

◦投資的経費…�各種社会資本整備など支出の効果が長期にわたる経費。

町
税
務
財
政
課 

財
政
係

永な
が

田た

祐ひ
ろ

樹き 

係
長

平成29年度
歳入内訳
98億
5,000万円

自主財源
32億1,683万円
（32.7％）

依存財源
66億3,317万円

（67.3％）

町税
20億6,909万円

21.0％

繰入金ほか
11億4,774万円
11.7％

地方交付税
25億8,830万円

26.3％

国庫支出金
18億916万円

18.4％

町債
7億3,411万円

7.5％

県支出金
９億5,968万円

9.7％

その他
５億4,192万円

5.5％

収
入
っ
て

税
金
だ
け
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
ね

円
グ
ラ
フ
は

一
般
会
計
の
内
訳
だ
よ

交
付
税
？

扶
助
費
？

公
債
費
？

平成29年度
歳出内訳
98億
5,000万円

義務的経費

経常的経費

投資的経費

50億782万円
（50.8％）

37億1,261万円
（37.7％）

11億2,958万円
（11.5％）

人件費
13億1,811万円

13.4％

物件費
15億2,469万円

15.5％

繰出費
11億8,714万円

12.1％

10億77万円
10.2％

11億2,958万円
11.5％

扶助費
30億4,292万円

30.9％

公債費
6億4.676万円
6.6％

補助費等…7億7,044万（7.8％）
維持補修費…5,072万円（0.5％）
投資及び出資金・貸付…4,421万円（0.5％）
積立金…1億2,119万円（1.2％）
予備費…1,400万円（0.1％）

普通建設事業費…11億2,780万（11.5％）
災害復旧事業費…178万円（0.0％）

町
の
お
金
の
使
い
道
に

興
味
が
あ
る
っ
て

感
心
だ
ね
。

ち
ょ
う
ど
３
月
の
町
議
会
で

平
成
29
年
度
の
予
算
が

決
ま
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
、

詳
し
く
説
明
す
る
ね

広報みまた 2017.43 2PublicRelations



平成29年度
歳出内訳
98億
5,000万円

議会費
7,933万円
0.8％

総務費
12億7,123万円

12.9％

衛生費
7億3,233万円

7.4％

土木費
12億2,664万円

12.5％

消防費
3億2,605万円
3.3％

教育費
7億5,989万円

7.7％

公債費
6億4,676万円

6.6％

労働費
28万円
0.0％

農林水産費
3億5,272万円
3.6％

商工費
6,362万円
0.6％
災害復旧費
746万円
0.1％
予備費
1,400万円
0.1％

平成29年度当初予算

◎
町
の
お
金
の
出
入
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
!?

◎目的別歳出内訳

●
各
基
金
の
状
況

町
で
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
基
金
（
＝
貯

金
）
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。一
般
会
計
が
持
っ

て
い
る
基
金
は
、
11
種
類
（
平
成
28
年
度
末
見
込

み
）
あ
り
、
ど
れ
も
目
的
達
成
の
た
め
の
大
切
な

財
源
で
す
。本
年
度
は
、
５
億
５
０
７
５
万
円
を

取
り
崩
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、
町
を
応
援
す
る

た
め
に
全
国
か
ら
い
た
だ
い
た
「
ふ
る
さ
と
未
来

寄
付
金
」
の
積
み
立
て
か
ら
、
寄
付
者
の
意
向
に

沿
う
事
業
の
財
源
と
し
て
９
３
２
０
万
円
取
り

崩
し
ま
し
た
。今
後
も
、
将
来
を
見
据
え
た
基
金

の
計
画
的
な
運
用
・
活
用
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
：�

災
害
復
旧
そ
の
他
財
源
の
不
足
を
生
じ
た
と
き

に
使
わ
れ
る
財
源

公
共
施
設
整
備
基�

金
：
公
用
ま
た
は
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
の

整
備
お
よ
び
充
実
に
使
わ
れ
る
財
源

基
金
の
状
況

30億円

35億円

0

10億円

5億円

15億円

20億円

25億円

27年度 28年度 29年度25年度 26年度

総基金残高

公共施設基金
財政調整基金

14億8,220万円

11億6,890万円

14億6,993万円

31億2,752万円

26億9,796万円

33億922万円
30億8,087万円

33億6,980万円

7億5,412万円

8億5,209万円

7億6,065万円
6億3,038万円

13億2,611万円
15億2,441万円

9億1,371万円

◎素朴な疑問にお答えします

図
っ
て
き
ま
し
た
。

児
童
の
特
性
に
合
わ
せ
て
、
多
様
な
教

育
環
境
を
選
択
で
き
る
小
規
模
特
認
校
制

度
を
導
入
し
、
本
年
度
は
、
こ
の
制
度
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
度
か

ら
「
子
ど
も
の
明
る
い
未
来
創
造
事
業
」

を
実
施
す
る
な
ど
、
各
社
会
教
育
組
織
と

の
連
携
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
的

な
事
業
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
本
町
の

人
口
が
増
加
を
続
け
て
い
る
理
由
の
一

つ
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

町
の
財
政
状
況
を
判
断
す
る
指
標
と
し

て
、「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
年
間
の
収
入
に

対
し
て
借
金
な
ど
の
返
済
額
が
占
め
る
割

合
を
示
す
「
実
質
公
債
費
比
率
」
や
、
借

金
な
ど
の
総
額
が
、
収
入
の
何
倍
に
相
当

す
る
か
を
示
す
「
将
来
負
担
比
率
」
が
あ

り
、
平
成
27
年
度
決
算
で
は
、
い
ず
れ
の

指
標
も
法
律
で
規
定
さ
れ
た
基
準
値
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
特
に
「
将
来
負

担
比
率
」
は
、
将
来
の
負
担
額
に
対
す
る

一
般
家
庭
で
は
、
大
き
な
買
い
物
を
す

る
と
き
に
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
自
治
体
も

建
設
事
業
な
ど
の
大
規
模
事
業
を
実
施
す

る
と
き
は
、
借
り
入
れ
を
し
て
財
源
の
不

足
を
補
っ
て
い
ま
す
。

本
町
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
道
路
や
建
物
な
ど
の
整
備

事
業
は
か
か
せ
な
い
も
の
で
す
。完
成
後

の
道
路
や
建
物
な
ど
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
た
く
さ
ん
の
人
が
使
う
も
の
で
す
か

ど
ん
な
こ
と
に

一
番
お
金
を

か
け
て
い
る
ん

で
す
か
？

歳
出
の
中
に
、
子
ど
も
、
高
齢
者
や
障

害
者
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の

経
費
と
し
て
「
民
生
費
」
と
い
う
項
目
が

あ
り
ま
す
。こ
の
中
で
、
保
育
料
・
小
学
生

医
療
費
の
助
成
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
経
費
な
ど
の
児
童
福
祉
に
関
す
る
経

費
は
、
民
生
費
の
約
３
分
の
２
を
占
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
全
体
の
歳
出
予
算
を
、
物
件
費

や
維
持
補
修
費
と
い
っ
た
性
質
別
で
見
た

と
き
に
、
法
律
な
ど
で
義
務
的
に
支
出
す

る
こ
と
と
な
る
扶
助
費
の
割
合
が
、
県
内

の
自
治
体
や
全
国
の
類
似
団
体
と
比
較
し

て
も
特
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

こ
の
扶
助
費
の
う
ち
児
童
福
祉
に
関
す
る

も
の
は
、
約
７
割
以
上
を
占
め
て
い
て
、

重
要
な
施
策
と
し
て
町
独
自
で
経
費
を
上

乗
せ
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
、

教
育
や
文
化
活
動
な
ど
に
関
す
る
経
費
が

「
教
育
費
」
に
予
算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
複
式
学
級
の
補
助
教
員

配
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し

て
、
学
校
教
育
環
境
の
充
実
を
先
進
的
に

●
町
債・公
債
費
の
状
況

町
債
（
＝
借
金
）
は
、
施
設
の
増
改
築
な
ど

と
い
っ
た
大
き
な
事
業
に
取
り
組
む
場
合
な
ど

に
増
え
る
も
の
で
す
。
本
年
度
は
、
町
営
住
宅

東
原
団
地
整
備
事
業
や
前
目
工
業
地
域
雨
水
対

策
事
業
な
ど
、
生
活
基
盤
整
備
の
資
金
と
し
て

７
億
３
４
１
１
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

公
債
費
（
＝
借
金
返
済
額
）
は
、
借
金
や
利
子
な
ど

の
返
済
に
充
て
る
費
用
で
す
。中
長
期
間
に
想
定

さ
れ
る
事
業
の
借
り
入
れ
や
、
そ
の
返
済
計
画
な

ど
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ま
ち
の

将
来
に
負
担
を
掛
け
な
い
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

0
27年度 28年度 29年度25年度 26年度

10億円

12億円

14億円

6億円

4億円

2億円

8億円

12億353万円

6億2,146万円

公　債　費
町債発行額

6億4,422万円
6億4,676万円

5億8,410万円

6億2,033万円 6億7,951万円
5億9,838万円

7億3,411万円

3億6,576万円

公
債
費
の
状
況

何でも質問してね

目
的
別
の
歳
出
内
訳
も
説
明
す
る
ね
。

町
は
収
入
を
確
保
し
な
が
ら
、

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

計
画
的
に
お
金
を
使
っ
て
い
る
ん
だ
。

財
源
な
ど
が
確
保
で
き
て
い
て
マ
イ
ナ
ス

計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
の
住
民
一
人
当
た
り

（
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
基
本
台
帳
人

口
）の
借
金
残
高
は
29
万
７
０
０
０
円
で
、

県
内
市
町
村
と
比
較
し
て
も
特
に
少
な
い

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ら
、
毎
年
の
税
金
の
中
か
ら
返
済
を
行
う

こ
と
で
費
用
を
ま
か
な
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

ち
な
み
に
、
毎
年
交
付
さ
れ
て
い
る
普
通

交
付
税
交
付
金
の
中
で
、
借
り
入
れ
た
額
に

対
す
る
返
済
額
の
一
部
が
必
要
経
費
と
し

て
組
み
込
ま
れ
、
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
財
政
は

大
丈
夫
な
ん
で
す
か
？

公
債
費
っ
て
、借
金

返
済
費
用
の
こ
と
？

民生費
43億6,970万円

44.4％

※�グラフは四捨五入のため実際の数字と一致しない場合があります。
※資料内の数値は、地方財政状況調査要領で作成しているため、予算書の数値と一致しないことがあります。広報みまた 2017.45 4PublicRelations



町は、総合計画で掲げる「五つの
基本方針」をもとに、町民全て
の人たちの住みよいまちをつく
るため、さまざまな取り組みを
行います。
その中から、世代ごとに取り組
む主なものを紹介します。

町
営
住
宅
等
整
備
事
業　
　
　
　
　
…
６
億
９
４
５
５
万
円

老
朽
化
ま
た
は
設
備
水
準
の
低
い
町
営
住
宅
︵
簡
易
耐

火
平
屋
︶
を
集
約
し
︑
住
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
建
て

替
え
を
行
い
ま
す
︒︵
榎
堀
第
４
団
地
・
射
場
前
団
地
・
射

場
前
第
２
団
地
・
五
本
松
団
地
︶

旭
ヶ
丘
運
動
公
園
整
備
事
業　
　
　
　
　
…
３
０
０
０
万
円

排
水
不
良
や
陥
没
な
ど
の
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
︑防
災

拠
点
公
園
と
し
て
再
整
備
を
行
い
︑
機
能
強
化
を
図
り

ま
す
︒

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
事
業　
　
　
　
　
…
５
８
８
万
円

１
月
に
着
任
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
︑長
田
地
区
の

魅
力
化
と
観
光
・
物
産
振
興
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
︒

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
更
新
事
業　
　
　
　
…
２
３
７
６
万
円

老
朽
化
し
︑機
能
が
低
下
し
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
更
新
を
行
い
︑
町
の
防
災
力
向
上
を
図
り
ま
す
︒

農
地
中
間
管
理
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
…
１
１
６
２
万
円

県
農
業
振
興
公
社
に﹁
農
地
中
間
管
理
機
構
﹂を
設
置
し
︑

農
地
面
積
の
拡
大
や
︑
新
規
就
農
者
が
安
心
し
て
農
業

に
従
事
で
き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
を
推
進
し
ま
す
︒

み
ま
た
ブ
ラ
ン
ド
発
信
事
業　
　
　
　
　
　
…
１
２
０
万
円

農
業
生
産
者
︑
商
工
業
者
が
新
商
品
の
開
発
な
ど
に
必

要
と
す
る
経
費
を
支
援
し
︑﹁
み
ま
た
ブ
ラ
ン
ド
﹂
を
創

出
し
ま
す
︒

三
股
町
で
育
む
日
本
一
種
雄
牛
造
成
事
業
…
４
８
０
０
万
円

新
規
種
雄
牛
の
造
成
を
地
域
ぐ
る
み
で
展
開
し
︑
全
国

和
牛
共
進
会
で
の
宮
崎
牛
３
連
覇
を
目
指
し
ま
す
︒

公
共
下
水
道
整
備
事
業　
　
　
　
　
…
３
億
３
３
０
０
万
円

公
共
下
水
道
の
整
備
を
行
い
︑
河
川
な
ど
の
水
質
の
保

全
と
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
を
進
め
ま
す
︒

高
齢
者
世
代
に
向
け
て

高
齢
者
等
生
活
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

…
５
６
８
万
円

　

 

高
齢
者
の
生
活
支
援
︑
介
護
予
防
の
基
盤
整
備
の
推
進
な
ど
を
図
る

た
め
︑
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
置

し
︑
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
︒

高
齢
者
等
サ
ロ
ン
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
２
６
５
万
円

　

 

地
域
住
民
が
自
由
に
参
加
で
き
︑心
の
健
康
づ
く
り
と
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
サ
ロ
ン
事
業
を
支
援
し
ま
す
︒

認
知
症
地
域
支
援
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

  

…
４
９
０
万
円

　

 

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
構
築
し
︑早
期
対
策
を
し
な
が

ら
︑
認
知
症
の
人
を
地
域
で
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
︒

子
ど
も
世
代
に
向
け
て

 

三
股
町
子
ど
も
の
明
る
い
未
来
創
造
事
業　
　
　
　
…
５
２
５
万
円

　

 

地
域
住
民
や
団
体
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
︑
学
校
サ
ポ
ー
ト
︑

放
課
後
子
ど
も
教
室
︑ 
土
曜
学
習
の
３
事
業
を
実
施
し
ま
す
︒

�

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
７
５
３
７
万
円

  

未
就
学
児
の
医
療
費
と
小
学
生
の
入
院
医
療
費
を
完
全
無
料
化

し
ま
す
︒

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
２
８
９
万
円

　

 

複
式
学
級
の
解
消
と
特
認
校
制
度
の
活
用
推
進
と
し
て
︑三
股
小

学
校
・
三
股
西
小
学
校
か
ら
長
田
小
学
校
・
梶
山
小
学
校
へ
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
︒

保
育
料
軽
減
対
策
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
９
２
６
５
万
円

　

 

町
単
独
の
財
源
で
︑
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
の
保
育
料
の
軽
減
を

図
り
ま
す
︒

各
世
代
に
向
け
、
主
に
取
り
組
む
も
の

�

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
２
２
５
万
円

夫
婦
一
組
に
対
し
︑自
己
負
担
額
か
ら
県
の
助
成
額
を
差
し
引
い

た
金
額
を
助
成
し
ま
す
︒※
助
成
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
２
４
８
万
円

採
血
で
胃
が
ん
リ
ス
ク
の
高
い
人
を
早
期
発
見
し
︑
精
密
検
査
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
胃
が
ん
に
罹
患
す
る
人
の
減
少
を
図
り
ま
す
︒

�

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
21
万
円

骨
髄
提
供
者
と
提
供
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
に
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
︒

任
意
予
防
接
種
助
成
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
３
７
７
万
円

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
と
お
た
ふ
く
か
ぜ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た

め
︑
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
︒

大
人
世
代
に
向
け
て

五つの

 基 本  方 針
豊かな自然と調和し、
快適に暮らせる定住のまちづくり

歴史と伝統を尊び、豊かな
人間性を育む文教のまちづくり

やさしさとぬくもりにあふれる
健康・福祉のまちづくり

活力ある未来を拓く
たくましい産業のまちづくり

人々の英知で支える
自主自立のまちづくり

平成29年度当初予算

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
住
み
や
す
い
ま
ち
に

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
基
礎
と
な
る
予
算
。こ
れ
を

無
駄
な
く
執
行
す
る
た
め
に
は
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
生
み
出
す
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ

し
て
、住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、町
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
な
し
に
は
実
現
し
ま
せ
ん
。私
た
ち
の
健

康
が
医
療
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
、
公
共
物
を
大
切
に

使
う
こ
と
で
維
持
補
修
な
ど
の
経
費
を
抑
制
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
私
た
ち
の
身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め

て
、「
笑
顏
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

三股は災害が少ないから災
害復旧費の予算が少ないの
かと思いましたが、突発的な
支出に備えて町がお金を計
画的に確保しているという
ことが勉強になりました。

借金はしてはいけないことだ
と思っていましたが、道路や
建物はずっと使っていくもの
だから、返済をとおして未来
の町民と公平に費用を負担
していることに驚きました。

一
般
に
向
け
て

今
回
の
説
明
で
理
解
し
た
こ
と

喜き

瀬せ

駆か
け
る

く
ん

（
三
股
中
学
校
３
年
）

田た

代し

ろ

小こ

夏な

つ

さ
ん

（
三
股
中
学
校
３
年
）

広報みまた 2017.47 6PublicRelations



２
月
21
日
に
︑
町
教
育
委
員
会

主
催
の﹁
平
成
28
年
度 

三
股
町
教

育
研
究
所
閉
所
式
お
よ
び
三
股
町

小
・
中
学
校
教
育
論
文
表
彰
式
﹂
が

町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
︒

教
職
員
は
︑
日
ご
ろ
の
授
業
以

外
で
も
子
ど
も
た
ち
の﹁
学
力
の
向

上
﹂
や﹁
心
身
の
成
長
﹂
を
願
っ
て

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
こ
う
し

た
町
内
小
中
学
校
の
教
職
員
を
対

象
に
教
育
研
究
論
文
を
募
集
し
︑

優
秀
な
研
究
を
表
彰
し
て
い
ま
す
︒

本
年
度
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
教
育
課
題
を
研
究
し
た
論
文

が
25
点
応
募
さ
れ
︑
表
彰
を
受
け

ま
し
た
︒
な
お
︑
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す︵
敬
称
略
︶︒

平
成
28
年
度

教
育
研
究
論
文 

最
優
秀
賞

髙
橋
亮
一 

教
諭

（
三
股
小
学
校
）

「
三
股
町
教
育
研
究
所
閉
所
式
」お
よ
び

「
三
股
町
小
・
中
学
校
教
育
研
究
論
文
表
彰
式
」

最
優
秀
賞

三
股
小
学
校
教
諭　
　
　
　
　

髙た
か
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し

亮り
ょ
う

一い
ち

優
秀
賞

三
股
小
学
校
教
諭　
　
　
　
　

近こ
ん

藤ど
う

加か

代よ

子こ

梶
山
小
学
校
教
諭　
　
　
　
　

武た
け

本も
と

良よ
し

重え

宮
村
小
学
校
教
諭　
　
　
　
　

黒く
ろ

木ぎ

千ち

穂ほ

優 

良 

賞

宮
村
小
学
校
教
諭　
　
　
　
　

奥お
く

野の

左さ

紀き

子こ

長
田
小
学
校
教
諭　
　
　
　
　

渡わ
た

邉な
べ

政ま
さ

彦ひ
こ

三
股
西
小
学
校
教
諭　
　
　
　

清し

水み
ず

彩あ
や

花か

三
股
中
学
校
教
諭　
　
　
　
　

水み
ず

尾お

彰し
ょ
う

太た

三
股
中
学
校
教
諭　
　
　
　
　

山や
ま

下し
た

雄ゆ
う

太た

郎ろ
う

三
股
中
学
校
教
諭　
　
　
　
　

福ふ
く

村む
ら

亜あ

由ゆ

子こ

三
股
中
学
校
教
諭　
　
　
　
　

原は
ら

口ぐ
ち

愛ま
な

未み

入
　
　
選

勝
岡
小
学
校
教
諭　
　
　
　
　

永な
が

田た

純じ
ゅ
ん

子こ

勝
岡
小
学
校
教
諭　
　
　
　
　

川か
わ

越ご
え

貴き

美み

子こ

宮
村
小
学
校
教
諭　
　
　
　
　

佐さ

藤と
う

祐ゆ
う

二じ

三
股
西
小
学
校
教
諭　
　
　
　

小こ

山や
ま

田だ

友と
も

美み

三
股
西
小
学
校
教
諭　
　
　
　

北き
た

村む
ら

恭き
ょ
う

子こ

三
股
西
小
学
校
教
諭　
　
　
　

中な
か

野の

洋よ
う

一い
ち

三
股
中
学
校
教
諭　
　
　
　
　

中な
か

世せ

宏ひ
ろ

樹き

三
股
中
学
校
教
諭　
　
　
　
　

小お

川が
わ

倫み
ち

史ふ
み

三
股
中
学
校
講
師　
　
　
　
　

福ふ
く

本も
と

優ま
さ
る

三
股
中
学
校
養
護
助
教
諭　
　

安あ

達だ
ち

弘ひ
ろ

美み

三
股
中
学
校
講
師　
　
　
　
　

田た

中な
か

千ち

尋ひ
ろ

三
股
中
学
校
講
師　
　
　
　
　

荒あ
ら

木き

愛あ

結ゆ

美み

三
股
中
学
校
講
師　
　
　
　
　

徳と
く

重し
げ

里り

奈な

三
股
中
学
校
講
師　
　
　
　
　

寶ほ
う

樂ら
く

大ひ
ろ

夢む

研究の成果を発表する髙橋亮一教諭。
最優秀賞を受賞した論文内容（抜粋）を
10～ 11㌻で紹介します。

町教育研究所員の皆さん

平成28年度　三股町教育研究所　研究員一同

【新規採用】９人
税務財政課 資産税係（新）加藤秀一郎▽
福祉課 介護高齢者係（新）酒匂卓美▽環
境水道課環境保全係（新）内村友美▽税
務財政課 住民税係（新）渡邊新之助▽企
画商工課 企画商工係（新）水元大樹▽教
育課 スポーツ振興係（新）大坪学嗣▽福
祉課 児童福祉係（新）上村愛梨沙▽町民
保健課 健康推進係（新）川原雪菜▽町民
保健課 健康推進係（新）松山彩乃

【課長級】９人
企画商工課 課長（税務財政課）鍋倉祐三
▽会計課 課長（福祉課 課長）内村陽一
郎▽税務財政課 課長 （税務財政課 課長
補佐）綿屋良明▽町民保健課 課長（教育
課 課長補佐）横田耕二▽福祉課 課長（町
民保健課 課長）齊藤美和▽都市整備課 
課長（都市整備課 課長補佐）上原雅彦▽
農業振興課 課長（産業振興課 課長）白
尾知之▽議会事務局 局長（都市整備課 
課長）兒玉秀二▽教育課 対策監 兼 課長
補佐 兼文化係長（町民保健課 対策監 兼 
課長補佐）永吉雅彦

【課長補佐級】23人
総務課 課長補佐（福祉課 児童福祉係 係
長）瀨尾真紀▽総務課 課長補佐（企画政
策課 情報政策係 係長）細田高広▽企画
商工課 課長補佐（県派遣（宮崎県）） 野
雅文▽税務財政課 課長補佐（福祉課 課
長補佐）福永朋宏▽町民保健課 課長補
佐（総務課 課長補佐）牧原秀夫▽福祉課 
課長補佐（税務財政課 特別収納対策係 
主幹）上村とも子▽都市整備課 課長補
佐（環境水道課 課長補佐）山領日登志▽
都市整備課 課長補佐（教育課 学校教育
係 係長）島田美和▽環境水道課 課長補
佐（教育課 文化係 係長）神野康志▽農
業振興課 課長補佐（産業振興課 課長補
佐）木下勝広▽農業振興課 課長補佐（産
業振興課 課長補佐）内村栄男▽教育課 
課長補佐（総務課 職員係 係長）竹村恵
美▽教育課 課長補佐（企画政策課 課長
補佐）恒吉正昭▽福祉課 社会福祉係 主
幹 兼 係長（福祉課 社会福祉係 係長）水
久保美良子▽環境水道課 上水道係 主幹

（環境水道課 上水道係 副主幹）出水君代
▽福祉課 児童福祉係 主幹 兼 係長（環
境水道課 上水道係 主幹）永吉美子▽福
祉課 介護高齢者係 課長補佐（福祉課 介
護高齢者係 係長）永山誠▽都市整備課 
施設管理係 主幹 兼係長（税務財政課 資

産税係 主幹）児玉幸彦▽町民保健課 国
保年金係 主幹（福祉課 介護高齢者係 主
幹）浦田みどり▽農業振興課 畜産振興
係 主幹 兼農林整備係 主幹（町民保健課 
国保年金係 主幹）坂元のり子▽農業振
興課 農林整備係 主幹 兼係長（産業振興
課 農林整備係 主幹 兼係長）今村剛▽環
境水道課 下水道係 主幹（産業振興課 畜
産振興係 主幹 兼 農林整備係 主幹）永
山広美▽都市整備課 施設整備係 主幹

（町民保健課 戸籍住民係 主幹）有村朋子
【係長級】31人
総務課 職員係 係長（総務課 職員係）王
原由紀子▽総務課 行政係 係長（産業振
興課 農業振興係 係長）佐澤孝志▽総務
課 秘書広報係 係長（税務財政課 住民税
係 係長）飛松誠一▽総務課 情報政策係 
係長（福祉課 社会福祉係 主査）大浦明
▽企画商工課 企画商工係 係長（企画政
策課 地域政策係 係長）鈴木貴▽税務財
政課 住民税係 係長（環境水道課 環境保
全係）黒木芳剛▽税務財政課 資産税係 
係長（税務財政課 資産税係 副主幹）島
田知恵▽福祉課 介護高齢者係 係長（教
育課 スポーツ振興係 係長）杉下知子▽
農業振興課 畜産振興係 係長（産業振興
課 畜産振興係 係長）津曲浩二▽農業振
興課 農政企画係 係長（産業振興課 商工
観光係 係長）新原正人▽農業委員会事
務局 農業委員会係 係長（農業委員会事
務局 農政係 係長）大浦英一郎▽都市整
備課 施設整備係 係長（都市整備課 施設
管理係 係長）兒玉昭人▽都市整備課 都
市計画係 係長（町民保健課 国保年金係）
河野藤吉▽都市整備課 建築係 係長（都
市整備課 建築係）小田祐造▽教育課 学
校教育係 係長（都市整備課 都市整備係 
係長）山内和広▽教育課 生涯学習係 係
長（総務課 行政係 係長）綿田賢介▽教
育課 スポーツ振興係 係長（教育課 生涯
学習係 副主幹）中村三和子▽総務課 職
員係 副主幹（会計課 会計係 副主幹）岩
元美鈴▽総務課 行政係 副主幹（都市整
備課 都市整備係 副主幹）下沖博秋▽会
計課 会計係 副主幹（税務財政課 納税管
理係 副主幹）永山弓子▽税務財政課 資
産税係 副主幹（税務財政課 資産税係 係
長）上水幸一郎▽税務財政課 納税管理
係 副主幹（都市整備課 都市整備係 副主
幹）内田淳子▽教育課 学校教育係 副主
幹（都市整備課 建築係 係長）福元雄二
▽教育課 生涯学習係 副主幹（教育課 生
涯学習係 係長）黒木欣綱▽町民保健課 
国保年金係 副主幹（議会事務局 副主幹）
谷口光▽町民保健課 戸籍住民係 副主幹

（環境水道課 下水道係 副主幹）木原美加
▽町民保健課 健康推進係 副主幹（福祉
課 社会福祉係 副主幹）野口陽子▽農業
振興課 畜産振興係 副主幹（産業振興課 
畜産振興係 副主幹）山之内祐二▽農業

委員会事務局 農業委員会係 副主幹（農
業委員会事務局 農政係 副主幹）塩見和
佳▽環境水道課 上水道係 副主幹（福祉
課 介護高齢者係 副主幹）西山美紀▽教
育課 学校教育係 副主幹 （県派遣（宮崎
県））原田誠

【一般職】25人
総務課 行政係（企画政策課 情報政策係）
金丸浩介▽総務課 秘書広報係（企画政
策課 地域政策係）宇都雅大▽企画商工
課 企画商工係（企画政策課 地域政策係）
新原幸子▽企画商工課 企画商工係（産
業振興課 商工観光係）下石裕子▽企画
商工課 企画商工係（総務課付（県派遣））
和田裕之▽企画商工課 企画商工係（税
務財政課 特別収納対策係）高山秀栄▽
税務財政課 特別収納対策係（町民保健
課 国保年金係）花房里佳▽町民保健課 
戸籍住民係（福祉課 児童福祉係）兒玉加
代子▽福祉課 社会福祉係（企画政策課 
地域政策係）上村竜一▽福祉課 介護高
齢者係（町民保健課 健康推進係）春山敦
子▽農業振興課 畜産振興係（産業振興
課 畜産振興係）岡林優晟▽農業振興課 
農政企画係（産業振興課 農業振興係）小
谷愛子▽農業振興課 農政企画係（総務
課付）天神原幸▽農業振興課 農林整備
係（環境水道課 上水道係）別府大輔▽農
業振興課 農林整備係（産業振興課 農林
整備係）足立伊織▽都市整備課 施設整
備係（都市整備課 都市整備係）朝倉祐▽
都市整備課 施設整備係（都市整備課 都
市整備係）中野亮一▽都市整備課 建築
係（総務課 行政係）杉本康一▽環境水道
課 上水道係（産業振興課 農林整備係）
黒木貴之▽環境水道課 環境保全係（総
務課 行政係）大岩根猛▽議会事務局（環
境水道課 環境保全係）佐澤やよい▽総
務課付(宮崎県後期高齢者医療広域連合
派遣)（産業振興課 農業振興係）内木場
康朗▽総務課付（県派遣）（税務財政課 
住民税係）池田大助▽総務課付（町民保
健課 戸籍住民係）大峯美紀▽総務課付

（都市整備課 建築係）井上香

【退職】７人
山元道弥（教育課）▽大脇哲朗（企画政
策課）▽山元宏一（会計課）▽瀨尾靖弘（都
市整備課）▽出水健一（議会事務局）▽
久寿米木和明（福祉課）▽都丸春佳（町
民保健課）

【再任用】４人
教育課 生涯学習係 山元道弥▽総務課 行
政係 大脇哲朗▽都市整備課 建築係 瀨尾
靖弘▽税務財政課 特別収納対策係 出水
健一

【派遣期間満了】２人（２年間）
県危機管理課 防災計画担当主幹（企画
政策課 地域政策係）田部幸信▽高原小
学校 教頭（教育課 学校教育係 副主幹）

町職員人事異動情報をお知らせします三股町人事異動

町は４月１日付で人事異動を発令しました。詳細は次のとおりです。※現職（前職）氏名の順、退職者は最終課

町教育研究員の成果発表

※�受賞者の所属校・職名は、受賞日時点の
ものを掲載しています。

先
生
た
ち
も

勉
強
し
て
い
ま
す

平成28年度

新規採用の９人です。よろしくお願いします。
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他
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▼

Ⅰ　
課
題
の
設
定

今
日
の
社
会
的
な
状
況
は
、「
変
化
が
激
し
く
、
新
し
い

未
知
の
課
題
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
対
応
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
複
雑
で
難
し
い
時
代
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
社
会
背
景
の
下
、今
教
育
現
場
に
は「
新
し
い

学
力
を
伸
ば
し
、育
て
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。新

し
い
学
力
と
は
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考

力
・
表
現
力
、判
断
力
を
中
心
と
し
た
学
力
で
す
。ま
た
、こ

の
新
し
い
学
力
観
の
中
心
に
お
か
れ
て
い
る
の
は「
意
欲
」

で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
も
と
に
他
者
と
協
同
し
て

課
題
を
解
決
す
る
力
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
子
ど
も

た
ち
の
心
に
火
を
灯
す
こ
と
」
が
必
要
と
な
る
。

平
成
26
・
27
年
度
と
、
こ
の
よ
う
な
研
究
主
題
、
副
題
で

研
究
し
て
き
た
。「
意
欲
」
と
「
居
場
所
」
の
二
つ
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ　

子
ど
も
た
ち
の
実
態

本
年
度
に
私
が
受
け
持
つ
第
５
学
年
の
学
級
は
、
男
子

19
人
、
女
子
19
人
の
計
38
人
。
こ
の
学
級
の
良
さ
と
し
て

は
、「
元
気
」「
明
る
い
」「
素
直
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し

か
し
、
課
題
と
し
て
、「
意
欲
に
差
が
み
ら
れ
る
」「
交
友
範

囲
が
狭
く
、グ
ル
ー
プ
が
固
定
化
さ
れ
、大
人
数
の
よ
さ
を

生
か
せ
て
い
な
い
」「
友
だ
ち
関
係
の
悩
み
が
多
い
こ
と
」

な
ど
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
学
級
の
良
さ
と
課
題
か
ら
、「
活
動
の
提

起
」
や
「
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
」「
評
価
」
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

Ⅲ　

研
究
の
構
想

教
育
課
程
に
お
け
る
全
領
域
を
研
究
の
領
域
と
し
、
研

究
内
容
を「
他
者
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
取
り
組
み
」と

「
目
標
に
向
け
た
評
価
の
継
続
の
取
り
組
み
」
と
し
た
。
こ

の
二
つ
は
互
い
に
独
立
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
相
互

に
関
連
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

Ⅳ　

研
究
内
容

１　
他
者
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
取
り
組
み

①
ペ
ア
学
習
・
グ
ル
ー
プ
学
習

「
質
問
の
技
・
あ
い
づ
ち
の
技
カ
ー
ド
」
を
使
い
、
対
話

す
る
と
き
の
聴
き
方
を
意
識
さ
せ
た
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
う
こ
と
で
交
友
関
係
が

広
が
り
、
学
級
に
会
話
が
増
え
た
。

②
道
徳
の
時
間
と
特
別
活
動

道
徳
の
授
業
で
は
、
読
み
物
教
材
以
外
に
、
私
が
自
作

し
た
資
料
や
子
ど
も
た
ち
の
日
記
・
作
文
を
使
っ
て
授

業
を
行
い
、他
者
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
た
。特
別
活

動
で
は
、
サ
ー
ク
ル
対
話
を
特
に
重
視
し
た
。特
別
授

業
で
は
、
ク
ラ
ス
会
議
を
特
に
重
視
し
て
人
権
教
育
を

行
っ
た
。ま
た
、パ
イ
プ
を
使
い
、協
力
し
合
っ
て
ボ
ー

ル
を
運
ぶ「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で

は
、子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
話
し
合
い
、励
ま
し
合
っ

て
ゴ
ー
ル
へ
と
向
か
う
姿
が
見
ら
れ
、
普
段
の
活
動
に

も
良
い
影
響
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
で
は
、
言
葉
と
身
体
を
介
し
た
関
係
づ

く
り
を
特
に
意
識
し
て
授
業
を
行
っ
た
。

授
業
を
行
っ
た
。こ
の
よ
う
に
、教
科
以
外
で
も
積
極
的

に
友
だ
ち
と
関
わ
る
活
動
を
提
起
し
た
。

③
読
書
活
動
　
　

子
ど
も
の
心
を
育
む
た
め
に
読
書
が
有
効
で
あ
る
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
み
や
ざ
き
学
び
の
す
す
め
～
宮

崎
の
子
ど
も
の
学
力
を
伸
ば
す
ひ
む
か
３
か
条
～
」
で

も
、
読
書
の
大
切
さ
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。読
書
活
動

の
工
夫
と
し
て
は
、
個
人
で
読
書
を
行
う
だ
け
で
な
く

「
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」を
取
り
入
れ
た
。グ
ル
ー
プ
で
同
じ

本
を
読
み
、
感
想
や
疑
問
、
意
見
を
交
流
す
る
、
こ
の

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
を
行
う
こ
と
で
、
互
い
を
理
解
す
る
力

と
自
己
表
現
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
。

２　
目
標
に
向
け
た
評
価
の

　
　

 

継
続
の
取
り
組
み

①
学
級
目
標
の
設
定
と
自
己
評
価

全
員
で
学
級
目
標
を
設
定
し
、
振
り
返
り
を
行
う
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
己
評
価
と
新
し
い
目
標
設
定
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
意
識
し
た
。

②
振
り
返
り
ノ
ー
ト
と
学
級
通
信

①
の
振
り
返
り
を
学
級
通
信
に
掲
載
し
て
発
表
し
、
友

だ
ち
の
考
え
を
知
る
機
会
と
し
た
。

【
引
用
文
献
・
参
考
文
献
】

・�「
人
権
教
育
の
指
導
法
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
文
部
科

学
省
）

・「
新
し
い
学
力
」（
斎
藤
孝
著
・
岩
波
新
書
２
０
１
６
）

・�「
よ
く
わ
か
る
学
級
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
①
」（
解
放
出

版
社
２
０
１
１
）

平
成
28
年
度
　
教
育
研
究
論
文
　
最
優
秀
賞

質問の技・あいづちカード

協調性が育まれる「パイプライン」を実施した特別活動の授業（人権教育）

子どもたちが作成したブックノート

Ⅴ　

研
究
の
成
果
と
課
題

◎
成
果学

級
の
居
心
地
の
良
さ
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
５
月
に
「
そ
う
思
う
」「
と
て
も
そ
う

思
う
」
の
回
答
が
77
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
12
月
に
は

90
％
以
上
と
な
っ
た
。ま
た
、「
そ
う
思
わ
な
い
」と
回
答

し
た
子
ど
も
が
い
な

く
な
っ
た
。

本
研
究
を
通
し
て
、

友
だ
ち
と
関
わ
る
活

動
を
提
起
し
、
目
標
に

向
け
た
評
価
の
継
続

を
す
る
こ
と
は
、
他
者

と
の
良
質
な
関
係
性

を
築
き
、
児
童
の
意
欲

を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

◎
課
題さ

ら
に
効
果
的
な
指
導
を
行
う
た
め
に
は
、
一
年
を

見
通
し
た
指
導
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。ま
た
、良
質
な
関

係
性
か
ら
派
生
す
る
意
欲
づ
く
り
の
ほ
か
に
、
意
欲
を

高
め
る
教
師
の
指
導
の
在
り
方
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

質問：自分のクラスは居心地がいいですか？

１学期
（５月）

そう思わない ３％

そう思わない ０％

あまりそう思わない 20％

あまりそう思わない ５％

２学期
（12月）

授
業
中
に「
教
え
合
い
・
学
び
合
い
」
が
充
実
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
も
う
少
し
時
間
を
く
だ
さ
い
」な
ど

の
学
習
要
求
や
、
友
だ
ち
同
士
で
教
え
合
う
な
ど
の
意
欲

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そう思う
46％

そう思う
33％

とてもそう思う
31％

とてもそう思う
62％
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「
毎
年
楽
し
み
に
来
て
い
ま
す
。
多
彩
な
作
品

に
引
き
込
ま
れ
、
心
が
和
み
ま
す
」

「
栽
培
方
法
も
学
ん
だ
の
で
、
き
ち
ん
と
管
理

し
て
家
族
で
収
穫
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

来
場
者

参
加
者

桑く
わ

畑は
た

ミ
キ
さ
ん

（
今
市
在
住
）

鈴す
ず

木き

誠せ
い

悟ご

く
ん

（
宮
村
小
５
年
）

２
月
21
日
～
26
日
︑
町
文
化
協

会︵
田た

中な
か

正し
ょ
う

吉き
ち

会
長
︶
は
︑町
立
文

化
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
・

ホ
ワ
イ
エ
で﹁
第
30
回
三
股
町
文

化
合
同
展
﹂を
開
催
し
ま
し
た
︒絵

画
︑
書
や
写
真
な
ど
12
分
野
で
１

０
４
人
が
出
品
し
た
計
１
９
３
点

の
作
品
を
展
示
︒
こ
の
ほ
か
︑
文

化
協
会
員
で
あ
る
園
田
一
成
さ
ん

の
陶
芸
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ﹁
侘わ

び
す
け
﹂︵
後ご

藤と
う

田だ

規の
り

子こ

代
表
︶
に
よ
る
お
茶
の
振
る
舞

い
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
︒

多
彩
な
芸
術
文
化
に
触
れ
た
来

場
者
は
︑
感
嘆
の
た
め
息
を
漏
ら

し
て
い
ま
し
た
︒

２
月
27
日
︑宮
村
小
学
校︵
和わ

田だ

保や
す

典の
り

校
長
︑１
１
４
人
︶
で
︑
シ
イ

タ
ケ
の
駒
打
ち
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
︒こ
れ
は
︑児
童
が
木
に
親
し

み
︑
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
や
収
穫
を

と
お
し
て
健
や
か
な
心
身
を
育
ん

で
ほ
し
い
と
︑町
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ︵
堀

ほ
り

内う
ち

義よ
し

郎ろ
う

会
長
︑10
人
︶
が
10

年
以
上
続
け
て
い
る
取
り
組
み
で

す
︒こ
の
日
は
︑長
さ
１
㍍
に
切
っ

た
ク
ヌ
ギ
の
原
木
に
金
づ
ち
で
種

菌
の
駒
を
打
ち
込
ん
で
い
き
ま
し

た
︒駒
打
ち
さ
れ
た
原
木
は
同
校

敷
地
内
で
管
理
す
る
ほ
か
︑
児
童

が
自
宅
に
持
ち
帰
り
︑
管
理
を
し

な
が
ら
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
︒

文
化
芸
術
と
の
触
れ
合
い
の
場
に

文
化
合
同
展

町
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
、宮
村
小
で

シ
イ
タ
ケ
駒
打
ち
体
験

「
体
が
不
自
由
に
な
る
こ
と
の
大
変
さ
が
分
か
り

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら

力
に
な
り
た
い
で
す
」

「
中
学
生
に
な
っ
て
も
み
ん
な
の
力
に
な
れ
る

よ
う
に
率
先
し
て
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」

２
月
16
日
︑
勝
岡
小
学
校︵
栗く

り

山や
ま

正ま
さ

明あ
き

校
長
︑
３
０
１
人
︶
の
３

年
生
が
︑
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

﹁
元
気
の
杜
﹂
で
︑福
祉
体
験
授
業

を
行
い
ま
し
た
︒こ
れ
は
︑地
域
福

祉
の
課
題
に
気
付
き
︑﹁
誰
も
が
快

適
に
暮
ら
せ
る
社
会
﹂
へ
の
理
解

を
深
め
る
目
的
で
︑
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
授
業
で
す
︒

こ
の
日
は
︑
視
覚
を
制
限
す
る

ゴ
ー
グ
ル
や
手
足
の
動
き
を
制
限

す
る﹁
ま
な
び
体た

い

﹂を
装
着
し
て
施

設
内
を
歩
行
︒ま
た
︑車
椅
子
の
乗

車
と
介
助
も
体
験
し
︑
安
全
に
坂

道
な
ど
を
走
行
す
る
方
法
な
ど
を

学
び
ま
し
た
︒

２
月
27
日
︑
町
中
央
公
民
館
で

﹁
町
教
育
委
員
会
善
行
児
童
生
徒

表
彰
式
﹂が
行
わ
れ
ま
し
た
︒こ
れ

は
︑
学
校
活
動
で
他
の
模
範
と
な

る
児
童・生
徒
の
功
績
を
た
た
え
︑

平
成
24
年
度
か
ら
毎
年
表
彰
し
て

い
る
も
の
で
す
︒
こ
の
日
は
︑
町

内
の
各
小
・
中
学
校
か
ら
推
薦
を

受
け
た
８
人
に
宮み

や

内う
ち

浩こ
う

二じ

郎ろ
う

教
育

長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
︒受
賞
者
代
表
で
中な

か

村む
ら

洋よ
う

介す
け

く

ん︵
三
股
小
６
年
︶が
謝
辞
を
述
べ

た
あ
と
︑
笠か

さ

牟む

田た

保や
す

昌ま
さ

校
長
会
長

が﹁
こ
れ
か
ら
も
周
り
の
模
範
と

な
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
受
賞
者
を

激
励
し
ま
し
た
︒

勝
岡
小
３
年
生
が
福
祉
体
験
授
業

地
域
福
祉
の
課
題
を
学
ぶ

模
範
児
童
・
生
徒
を
表
彰

善
行
児
童
生
徒
表
彰
式

参
加
者

受
賞
者

道み
ち

添ぞ
え

志し
ゅ
う
と

勇
人
く
ん

（
勝
岡
小
３
年
）

齋さ
い

藤と
う

夢ゆ
め

華な

さ
ん

（
三
股
西
小
６
年

親
子
16
組
が
食
と
農
を
学
ぶ

た
い
け
ん
食
育
ツ
ア
ー
！

「
親
子
で
生
産
の
現
場
に
入
る
こ
と
が
で
き
、

栄
養
の
こ
と
や
調
理
ま
で
学
べ
て
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
」

参
加
者

２
月
25
日
︑
町
農
畜
産
物
利
用

地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
主
催
の

﹁
た
い
け
ん
食
育
ツ
ア
ー
！
見
て

作
っ
て
学
ぶ
食
べ
物
の
こ
と
﹂
が

行
わ
れ
ま
し
た
︒こ
れ
は
︑町
内
の

畑
で
生
産
者
か
ら
栽
培
の
方
法
や

大
変
さ
な
ど
を
聴
き
︑
自
分
た
ち

で
収
穫
し
た
野
菜
を
食
べ
る
こ
と

で﹁
食
と
農
の
大
切
さ
を
学
ぶ
﹂こ

と
が
目
的
で
す
︒こ
の
日
は
︑応
募

多
数
に
よ
り
抽
選
で
選
ば
れ
た
16

組
の
親
子
37
人
が
参
加
し
ま
し
た
︒

ま
ず
︑
宮み

や

田た

廣こ
う

一い
ち

さ
ん
の
プ

チ
ヴ
ェ
ー
ル
︑
中な

か

内う
ち

竜り
ゅ
う

太た

さ
ん
の

キ
ュ
ウ
リ
︑
内う

ち

村む
ら

真し
ん

一い
ち

さ
ん
の
イ

「
活
動
を
と
お
し
て
人
の
つ
な
が
り
が
広
が
り
、

み
ん
な
で
自
然
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
べ

ま
し
た
」

み
ど
り
の
少
年
団

副
団
長

中な
か
　
む
ら
　
み
　
ゆ
う

村
美
結
さ
ん

（
勝
岡
小
６
年
）

３
月
５
日
︑
勝
岡
小
み
ど
り
の

少
年
団︵
藤ふ

じ

澤さ
わ

誘ゆ
う

基き

育
成
会
長
︑42

人
︶が
︑勝
岡
小
学
校
で
解
団
式
を

行
い
ま
し
た
︒

同
少
年
団
は
︑
勝
岡
小
学
校
敷

地
内
で
の
植
栽
活
動
を
は
じ
め
︑

キ
ャ
ン
プ
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
歩
こ
う
大
会

な
ど
の
活
動
を
と
お
し
て
地
域
の

ご
み
拾
い
な
ど
の
環
境
保
護
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
︒

こ
の
日
は
︑
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植

栽
し
た
花
を
︑
町
中
央
公
民
館
や

高
齢
者
施
設
な
ど
５
カ
所
に
寄
贈

し
ま
し
た
︒そ
の
後
︑同
校
で
解
団

式
を
行
い
︑
一
年
の
活
動
の
成
果

を
振
り
返
り
ま
し
た
︒

高
齢
者
施
設
に
花
を
寄
贈

み
ど
り
の
少
年
団
解
団
式

「
三
股
の
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ
水
と
コ
メ
が

評
価
さ
れ
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
ち
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
で
す
」

２
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た﹁
第

12
回
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
in

南
島
原
ど
ぶ
ろ
く
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

で
︑﹁
百
姓
屋︵
木き

下し
た

行ゆ
き

春は
る

代
表
︶﹂

が
製
造・販
売
す
る
ど
ぶ
ろ
く﹁
百

姓
の
微
笑
み︵
赤
︶﹂
が
優
秀
賞
を

受
賞
し
︑３
月
１
日
に
木
佐
貫
町

長
へ
受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
︒

木
下
さ
ん
は
︑
平
成
16
年
の
特
区

認
定
か
ら
約
12
年
間
︑
風
味
や
ア

ル
コ
ー
ル
度
数
の
調
整
な
ど
試
行

錯
誤
を
続
け
︑今
回
︑同
コ
ン
ク
ー

ル﹁
濃の

う

芳ほ
う

醇じ
ゅ
ん

の
部
﹂に
初
出
品
︒全

47
点
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
に
次
ぐ

優
秀
賞
３
点
の
一
つ
に
選
ば
れ
ま

し
た
︒

「
百
姓
屋
」の
ど
ぶ
ろ
く

全
国
大
会
で
優
秀
賞

「
友
達
と
励
ま
し
合
う
こ
と
が
自
分
の
大
き
な

力
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
も
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
」

３
月
３
日
︑
町
武
道
体
育
館
で
︑

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団︵
蓬ふ

つ

原は
ら

正ま
さ

三み

本
部
長
︶主
催
の﹁
平
成
28
年
度
三

股
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
解
団
式
﹂

が
行
わ
れ
ま
し
た
︒こ
の
日
は
︑町

内
20
団
体
の
団
員
約
３
５
０
人
が

参
加
︒団
員
を
代
表
し
て
徳と

く

丸ま
る

智と
も

也や

く
ん
に
活
動
記
念
証
書
が
授
与

さ
れ
た
後
︑
和わ

田だ

凜り
ん

さ
ん
が
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
︒

ま
た
︑
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を

支
え
た
指
導
者
や
母
集
団
の
中
で

も
︑
特
に
功
績
が
認
め
ら
れ
た
個

人・団
体
に
︑功
労
賞
表
彰
と
県
教

育
長
か
ら
の
感
謝
状
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
︒

１
年
の
活
動
の
功
績
を
た
た
え
て

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
解
団
式

三
股
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

キ
ャ
プ
テ
ン

田た

代し
ろ

光ひ
か
る

く
ん

（
三
股
西
小
６
年
）

竹た
け

尾お

浩こ
う

二じ

さ
ん

玲れ
い

南な

ち
ゃ
ん

（
西
植
木
在
住
）

チ
ゴ
の
畑
で
︑
そ
れ
ぞ
れ
収
穫
を

体
験
︒参
加
者
は
︑採
れ
た
ば
か
り

の
野
菜
を
口
に
運
び
︑﹁
新
鮮
で
お

い
し
い
！
﹂
と
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
︒

そ
の
後
︑
町
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
に
移
動
し
︑
管
理
栄
養
士
の

中な
か

前ま
え

み
ど
り
さ
ん
と
食
生
活
向

上
委
員
・
食
育
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
６

人
の
指
導
の
下
︑
栄
養
に
つ
い
て

学
ん
だ
ほ
か
︑
収
穫
し
た
ば
か
り

の
野
菜
を
使
っ
た
ク
リ
ー
ム
シ

チ
ュ
ー
や
イ
チ
ゴ
の
バ
バ
ロ
ア
な

ど
を
調
理
し
︑
全
員
で
試
食
し
ま

し
た
︒

百
姓
屋 

代
表

木き

下し
た

行ゆ
き

春は
る

さ
ん

（
中
米
在
住
）
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Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

おはなしと音楽のコンサートの様子
問
い
合
わ
せ
も
受
け
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、図
書

館
で
読
書
の
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
小
さ
な
音
楽
会「
お
は
な
し
と
音
楽
の

　

コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
す

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
音
楽
を
乗
せ
て
。

今
年
で
14
回
目
を
迎
え
る「
お
は
な
し
と

音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
町
立
文
化
会
館

で
５
月
14
日（
日
）
午
後
２
時
か
ら
開
催
し

ま
す
。図
書
館
で
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
人
気

の
絵
本
が
登
場
し
た
り
、
小
さ
な
音
楽
会
の

メ
ン
バ
ー
が
絵
本
に
合
わ
せ
て
作
曲
し
た
音

楽
が
登
場
し
た
り
、
童
謡
を
は
じ
め
と
す
る

歌
が
あ
っ
た
り
、
ピ
ア
ノ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
、
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
生
演
奏
も
魅
力

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。家
族
で
楽
し
め

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。入
場
は
無
料
で
す
が
、

図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
整
理
券
が
必
要
で

す
。整
理
券
は
、図
書
館
窓
口
ま
た
は
電
話
予

約
で
お
求
め
く
だ
さ
い

■�

休
館
案
内
は
、
21
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

●
春
の
始
め
に
上
方
落
語

３
月
10
日
、自
主
文
化
事
業「
桂
よ
ね
吉
・

落
語
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

桂
よ
ね
吉
は
、
人
間
国
宝
・
桂か
つ
ら

米べ
い

朝ち
ょ
う

の
孫

弟
子
で
あ
り
、
上
方
落
語
界
で
は
新
進
気
鋭

の
噺
家
で
す
。加
え
て
女
性
の
噺
家
、
桂か
つ
ら

二に

葉よ
う

の
２
人
に
よ
る
落
語
会
で
し
た
。

観
客
は
、
桂
よ
ね
吉
さ
ん
の
巧
妙
な
し
ゃ

べ
り
に
笑
い
、
少
し
暖
か
く
な
っ
た
春
の
始

ま
り
に
上
方
落
語
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、昼
間
は
、三
股
中
３
年
生
を
対
象
と

し
た
鑑
賞
教
室
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

落
語
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
生
徒
た

ち
は
笑
い
の
伝
統
芸
能
を
学
び
ま
し
た
。

●
若
き
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者

５
月
３
日
、音
楽
公
演「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
カ
ル
テ
ッ
ト
・
ス
プ
リ
ン
グ
ツ

ア
ー 

２
０
１
７
」が
行
わ
れ
ま
す
。

出
演
は
、
本
町
出
身
の
今い
ま

村む
ら

岳た
け

志し

、
東ひ
が
し

川か
わ

暁あ
き

洋ひ
ろ

、
廣ひ
ろ

田た

純じ
ゅ
ん

一い
ち

、
佐さ

藤と
う

敬け
い

一い
ち

朗ろ
う

の
若
き
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
の
４
人
。

毎
回
、
コ
ン
ト
仕
立
て
で
曲
の
解
説
を
し

な
が
ら
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
の
で
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
に
精
通
し
て
い
る
人
で
も
初
心
者

で
も
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
の
音
色
を
聴
き
な
が
ら
優
雅
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

●
熊
本
か
ら
二
人
芝
居
が
や
っ
て
来
る
！

５
月
20
日
～
21
日
、演
劇
公
演「
桃
と
詩
え

ば
。」が
行
わ
れ
ま
す
。

上
演
す
る
の
は
、熊
本
の
若
手
女
優
、ま
す

な
が
あ
す
か
と
北
村
茜
に
よ
る
劇
団「
た
ん

じ
ぇ
り
ん
ね
」。演
出
は
、
本
町
の
演
劇
事
業

に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
、
劇
団

こ
ふ
く
劇
場
の
永
山
智
行
。こ
の
公
演
は
、み

ま
た
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
ま
ち
ド
ラ
！

２
０
１
７
」の
１
週
間
前
の
プ
レ
企
画「
プ
レ

ド
ラ
！
」と
し
て
上
演
さ
れ
ま
す
。

「
ま
ち
ド
ラ
！
」
同
様
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
情
報
は
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
小
さ
な
本
の
大
き
な
せ
か
い

　
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」が
始
ま
り
ま
す

４
月
23
日（
子
ど
も
読
書
の
日
）か
ら
５
月

12
日
は「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」で
す
。今
年

の
標
語
は「
小
さ
な
本
の
大
き
な
せ
か
い
」。

小
さ
な
本
に
広
が
る
大
き
な
世
界
を
感
じ
な

が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
と
お
し
て
、「
心

が
大
き
く
成
長
で
き
る
よ
う
に
」「
心
を
豊
か

に
す
る
一
冊
に
出
会
え
ま
す
よ
う
に
」
と
い

う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
標
語
で
す
。本
に
親

し
み
、
読
書
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
一
緒
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
で
き
る
よ
う
、
こ
の
期

間
中
は
、
子
ど
も
へ
の
お
す
す
め
本
の
特
別

展
示
や
、
小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た
貸
し

出
し
体
験
、
手
作
り
し
お
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

一
日
図
書
館
員
、
お
は
な
し
会
、
子
ど
も
映

写
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。ま
た
、県
立
図
書
館

を
は
じ
め
県
内
の
図
書
館
か
ら
本
を
取
り
寄

せ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
読
書
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。子
ど
も
の
こ
ろ
に
読
ん
だ

本
を
読
み
返
し
た
い
、
あ
ら
す
じ
は
覚
え
て

い
る
け
ど
書
名
が
思
い
出
せ
な
い
な
ど
の
お

桂よね吉・落語会、鑑賞教室の様子

貸し出し体験の様子

昨年のトロンボーンコンサートの様子

外国語指導助手のコーナー

三
股
町
で
の
私
の
時
間

三
股
町
に
来
て
ま
だ
８
カ
月
で
す
が
、

第
二
の
古
里
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
み
ん
な
熱
心
に
英
語
を
勉

強
す
る
の
で
、教
え
る
こ
と
が
い
つ
も
楽

し
み
で
す
。休
み
時
間
に
授
業
で
学
ん
だ

英
語
で
話
し
て
く
れ
た
り
、
ま
だ
学
ん

で
い
な
い
英
語
を
尋
ね
て
く
れ
た
り
し

た
と
き
は
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。授
業
以

外
の
時
間
は
生
徒
た
ち
の
こ
と
を
知
る

大
変
貴
重
な
時
間
で
す
。話
し
た
り
、
鬼

ご
っ
こ
や
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
し
ま
す
。

生
徒
た
ち
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
、年
の

差
を
感
じ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、い
つ

も
楽
し
い
で
す
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス

ウガンダ生活も残り半年となりまし
た。現在小学校で衛生啓発授業を行っ
ています。これまでは高学年児童のみ
を対象としていましたが、学校全体で
衛生意識を高めていくために先生と

協力して低学年児童への授業も進めています。ある程度
の知識を持っている児童に対して、視覚教材や簡単な実
験によってインパクトを与えられるような授業となる
ように工夫しています。また、衛生環境の改善のために
トイレのそばに簡易手洗い器を設置し、習慣づけも狙っ
ています。衛生習慣・意識は簡単に変わるものではあり
ませんが、授業では習わない知識を吸収してもらえるだ
けでも意味があると信じてやっていきます。JICAの公
式サイト（https://www.
jica.go.jp/hotangle/africa/
uganda/20170215.html）で
も、恥ずかしながら記事を
掲載していただいています。
W
ウェラバ
eraba（ではまた）！

ポ
ー
ツ「
ク
リ

ケ
ッ
ト
」
な
ど

を
紹
介
し
、彼
ら
が
楽
し
そ
う
に
プ
レ
イ

し
て
い
る
と
私
の
文
化
を
共
有
で
き
た

と
感
じ
て
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。学
校
以

外
で
は
、都
城
市
吹
奏
楽
団
に
週
2
回
参

加
し
て
い
ま
す
。意
思
の
疎
通
が
難
し
い

と
き
も
あ
り
ま
す
が
、み
ん
な
と
て
も
優

し
い
の
で
、友
達
を
作
る
こ
と
や
一
緒
に

演
奏
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

三
股
町
の
人
た
ち
は
私
の
こ
と
を
快
く

受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
で
、こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★楽しく・賢く・きちんと食べる★

三 股 町 職 員 
佐 々 木 義 和

● 問い合わせ：健康管理センター  ☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

★４月の旬の食材は、グリンピース、アスパラガス、キャベツ、タマネギ、クレソン、イチゴです（材料は全て１人分です）。

栄養バランスのよい食事を取るための工夫とは、「主食・主
菜・副菜をそろえる」です。これは伝統的な日本型食生活の

「１汁３菜」をもとにした食事方です。料理の組み合わせで
簡単にバランスを取ることができます。
♪次回は『主食』について説明します♪

◎主食　豆ごはん
 197㌔㌍　塩分0.6㌘
材　料　�米…1/3合、グリンピース…15㌘、塩…小さじ1/8、酒…小さじ1
作り方　�①グリンピースをゆで、ゆで汁を捨てないようにザルに上げる。

②洗った米を炊飯器に入れ、ゆで汁、塩、酒を加え、分量まで水
を足して炊く。③炊き上がったら、グリンピースを加えて混ぜる。

◎副菜　アスパラのおひたし
 42㌔㌍　塩分0.8㌘
材　料　�アスパラガス…50㌘、マイタケ…50㌘、だし汁…50㍉㍑、めん

つゆ…大さじ１と1/2
作り方　�①鍋にだし汁とめんつゆ、適当な大きさに裂いたマイタケを入れ

て火にかける。②アスパラガスは２㌢幅の斜めに切り、煮上がる
直前の鍋に加え、さっと火を通す。(鍋ごと水につけて冷ますと、
色よく仕上がる)

◎主菜　揚げないメンチカツ
 288㌔㌍　塩分0.4㌘ 

材　料　�合挽き肉…80㌘、キャベツ…50㌘、タマネギ…20㌘、塩麹…小
さじ1/3、片栗粉…小さじ１、ナツメグ…少々、パン粉…10㌘、
油…小さじ1/2、溶き卵…適量、小麦粉…適量、クレソン…10㌘、
レモン…1/8個

作り方　�①パン粉と油を混ぜ合わせ、フライパンできつね色に炒る。②キャ
ベツとタマネギはみじん切りにする。③キャベツ、タマネギ、肉、

～佐々木隊員からの手紙～
※「Oli otya」は、ルソガ語で　「元気ですか」の意味です。

O
オリ

li o
オティヤ

tya M ミマタIMATA

青年海外協力隊 in ウガンダ共和国 
【第18回】

簡単な実験をもとに
手洗いの重要性を説明

塩麹、ナツメグ、片栗粉を粘りが出るまでよく混ぜ、2個に分ける。
④小麦粉、溶き卵、パン粉の順に付け、250度のオーブンで約20分
焼く。※好みでソースなどをかけてください。

◎副菜　フルーツサラダ
 143㌔㌍　塩分0.1㌘
材　料　�牛乳…100㍉㍑、酢…大さじ1/2、砂糖…大さじ1/2、イチゴ…50㌘、

バナナ…50㌘、キウイ…20㌘
作り方　�【カッテージチーズを作る】①牛乳を鍋に入れ火にかけて温める。②

沸騰する直前に火を
止め、酢を加えて２
回かき混ぜる。③10
分ほどそのまま置い
ておく。③ザルにガー
ゼを敷いてチーズを
こす。好みで軽く絞
る。(しぼりすぎると
パサパサになります)
④カッテージチーズ
に砂糖を入れ、滑ら
かになるまでよく混
ぜる。⑤作ったカッ
テージチーズに食べ
やすく切った果物を
混ぜる。

ムラー・クリスチャン

One Point!
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平成30年５月３日に迎える町制施行70
周年を記念して、４月から毎月フォトコ
ンテストを開催します。毎月入賞作品を
選出し、記念品を贈呈するほか、入賞作
品を使った記念カレンダーの制作も計画
していますので、ぜひご応募ください。
■テーマ＝「三股らしさ」
※�人、風景、文化などを表現した写真と
します。
■サイズ＝横向きで、400万画素以上、

２メガバイト程度のデジタル写真。
■応募作品＝自作品で未発表のもの。

応募月に町内で撮影されたもの。
■記念品＝４月から月間賞として、入

賞作品を毎月１点選出し、１万円相
当の記念品を贈呈します。
■応募方法＝①１人何点でも応募で

きます。②応募票に必要事項を記入
のうえ、電子メールまたはデジタル
作品が保存されたものを郵送でご応
募ください。
※�応募票は、町公式サイトでダウン
ロードするか、直接担当窓口にお越
しください。
■�その他＝
・応募作品の版権・使用権は、全て町

に帰属します
・被写体の肖像権などは、応募者の責

任で事前に承諾を得てください。
■問い合わせ＝
　企画商工課 企画商工係
　☎52－1114

●｢感動の旅、沖永良部島へ！｣
小学生国内派遣団員を募集します。
■派遣先＝鹿児島県沖永良部島
■派遣期間＝8月1日（火）～ 6日（日）
■内容＝文化学習、体験学習、自然体

験、 視察、交流など
■募集資格＝町内の小学校６年生
■募集人員＝30人（抽選により決定）
■参加費＝１人当たり３万4,000円程度

■募集要項＝４月初旬に学校を通じ
て申込書と一緒に配布します。
■申込期限＝４月28日（金）まで
■申込先＝各小学校へ申込書を提出

してください。
※�日程や参加費などは変更になる場合
があります。
■問い合わせ＝
　教育課 生涯学習係
　☎52 －9311
●�｢大自然と感動いっぱいのオースト
ラリアへ！｣
中学生海外派遣団員を募集します。
■派遣先＝オーストラリア　クイー

ンズランド州ブリスベン
■派遣期間＝7月29日（土）～ 8月7日
（月）
■内容＝ホームステイ、現地学校での

英語研修、交流活動および事後報告
会など
■募集資格＝町内に住所がある中学生
■募集人員＝６人程度（作文、面接な

どによる選考のうえ決定)
■参加費＝１人あたり15万円程度（旅

費、パスポート発行手数料、ビザ取得
手数料、海外旅行損害保険料を含む）
■申込期限＝４月27日（木）まで
■申込先＝三股中学校生：三股中学

校へ申込書などを提出してください。
三股中学校以外の中学生：教育課学
校教育係へ申込書などを提出してく
ださい。
※�日程や参加費などは変更になる場合
があります。
■問い合わせ＝
　教育課 学校教育係
　☎52－9314

行政相談委員は、行政に対する苦情
や意見・要望などを受け付け、助言や関
係行政機関に対する通知などを行って
います。相談は、毎月２回、第１、第３
月曜日（変更されるときもあります）に
町総合福祉センターで実施します。相
談は無料で、相談内容などの秘密は固
く守られます。

なお、これまで行政相談委員として
長年ご尽力された下

しも

石
いし

年
とし

成
なり

さんに替わ
り、４月１日付けで新しく１人が行政
相談委員に就任しました。
■現行政相談委員＝大

おお

村
むら

田
た

三
み

𠮷
よし

さん
■新行政相談委員＝久

く

寿
す

米
め

木
ぎ

和
かず

明
あき

さん
■問い合わせ＝
　総務課 行政係
　☎52－1112

町内に住む人でも都城市消費生活セ
ンターを利用することができるように
なりました。都城市に住む人が町福祉・
消費生活相談センターを利用すること
もできるようになりますので、お困り
のことがありましたらご利用ください。
■相談内容＝借金（多重債務）、商品

などの契約解除、架空請求詐欺など
■相談日＝月曜～金曜日（祝日・年末

年始を除く）
■時間＝午前９時～午後４時
■問い合わせ先＝
　都城市消費生活センター（都城市役
所本館２階）
　☎23－7154
　町福祉・消費生活相談センター　　
☎52－0999

■寄付者一覧
平成29年2月1日から2月28日まで
社会福祉法人　三股町社会福祉協議会
・忌明寄付

お知らせ Mimata Information

町制７０周年記念事業
「みまたんフォトコン
テスト」を実施します

行政相談委員を
ご存じですか

内海外派遣事業｣の派
遣団員を募集します

｢国

都城市消費生活セン
ターでも相談ができ
るようになりました

愛のご寄付

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

 特別職報酬等審議会から町長に
 審議結果の答申が行われました

昨年11月18日に町長から特別職報酬等審議会に対して特
別職の報酬などの額について諮問を行い、1月31日まで4回
にわたり審議が行われました。その結果、2月23日に町特別
職報酬等審議会会長から町長に対して答申が行われました。

【三股町特別職報酬等審議会答申書】
１ はじめに

三股町特別職報酬等審議会は、平成28年11月18日、三股町
長から三股町特別職報酬等審議会条例第2条の規定に基づ
き設置され、以下の項目について検討するよう諮問を受けた。
・�町長、副町長及び教育長の給料の額について
・町議会議員の報酬等の額について
・�各種審議会委員など非常勤特別職の報酬等の額について
２ 会議運営等について

この諮問を受け、平成28年11月18日、11月29日、12月22日
及び平成29年1月31日の4回にわたり審議会を開催した。

本町の特別職の給料及び報酬の額は、平成6年度に現行
に改定されて以来、現在に至るまで据え置きとなっている。

（ただし、町三役については、平成15年度に1.86％減額され、
現行額となっている。）また、国主導による市町村合併が推
進されたが、自立を選択し、役場の組織・機構の見直し、町
議会議員・農業委員の定数削減、収入役の未設置、町長・副
町長・教育長の報酬削減、職員の定数削減等、抜本的な行政
改革を実施し、現在も平成26年度策定の「第六次 三股町行
政改革大綱」に基づき町税等徴収対策の強化、ふるさと納税
の推進、公有財産の計画的処分、町有施設の長寿命化計画の
策定等、時代に即した行政運営に取り組んでいる。

本審議会は、このような情勢や諮問の趣旨を十分に認識
した上で、本町の財政状況、県内市町村の状況、本町と人口
規模や産業構造が類似している県内外町村の状況、議員の
活動状況などの資料に基づき、積極的な意見交換を行い、厳
正、公正、中立の立場から慎重に審議を行った。
３ 審議結果及び意見について

県内経済は緩やかに持ち直し、緩やかな回復傾向にある
中、町三役や議会議員、その他特別職の報酬等について、さ

まざまな意見が交わされたところであるが、平成6年度以来
22年間にわたり据え置かれていること、また類似団体等と
比較した場合、その差が拡大していること、そして行政改革
に伴い、自ら、委員の定数削減や給料の削減等を行っている
こと、さらに新たな農業委員会制度の改正により委員の責
任が増してくること、各種委員にも有能な人材を確保して
いく必要があること、などを考慮し、類似団体等の水準まで
引き上げることを念頭に、次のとおり改定することが適当
であるとの結論に達した。

（1）�町長、副町長及び教育長の給料の額について

（2）町議会議員の報酬の額等について

（3）各種審議会委員など非常勤特別職の報酬の額等について
①年額で定められている非常勤特別職

※�なお、農地利用最適化推進員の報酬の額については、農業
委員会委員と同額とする。

②日額で定められている非常勤特別職
    

４ 付帯意見について
特別職の報酬等については、上記のとおり答申するが、報

酬等については、類似団体等との均衡を図る必要があり、常
にその水準を検討すべき事案と考えられるので、定期的あ
るいは適時に当審議会を開催し、引き続き検討することを
要望する。　　

平29年2月23日
三股町特別職報酬等審議会
会長　　西

にし

山
やま

繁
しげ

敏
とし

　　　委員　　 森
もり

秋
あき

生
み

　委員　　春
かす

日
が

由
ゆ

美
み

　　　委員　　黒
くろ

木
き

兼
けん

一
いち

郎
ろう

委員　　曽
そ

我
が

部
べ

茂
しげる

　　　委員　　和
わ

田
だ

建
けん

一
いち

朗
ろう

区　分 現行額 引上額 改定額 改定率
議　長 296,000円 29,000円 325,000円 9.80
副議長 237,000円 23,000円 260,000円 9.70
委員長 222,000円 22,000円 244,000円 9.91
議　員 215,000円 21,000円 236,000円 9.77

区　分 現行額 引上額 改定額 改定率
町　長 724,000円 36,000円 760,000円 4.97
副町長 583,000円 29,000円 612,000円 4.97
教育長 555,000円 27,000円 582,000円 4.86

区　分 現行額 引上額 改定額 改定率
委員長 4,800円 900円 5,700円 18.75
委　員 4,700円 900円 5,600円 19.15

区　分 現行額 引上額 改定額 改定率

農業委員会
会　長 440,000円 181,000円 621,000円 41.14
副会長 401,000円 74,000円 475,000円 18.45
委　員 370,000円 71,000円 441,000円 19.19

教育委員会 委　員 233,000円 163,000円 396,000円 69.96

監査委員
代　表 579,000円 225,000円 804,000円 38.86
議　会 388,000円 238,000円 626,000円 61.34

選挙管理
委 員 会

委員長 174,000円 61,000円 235,000円 35.06
委　員 130,000円 39,000円 169,000円 30.00

野
の

田
だ

喜
き

美
み

子
こ

夫 正
まさ

春
はる

82 山王原 3万円
伊
い

知
ぢ

地
ち

信
のぶ

子
こ

母 前田ヨシ 88 仲　町 3万円
今村 利

とし

昭
あき

母 ツエ子 81 餅　原 3万円
津曲 正

しょう

子
こ

母 山元アキヱ 96 上　新 3万円
川嶋 和

かず

豊
とよ

母 マキヱ 91 東　原 3万円
中内 スジ 夫 德

とく

藏
ぞう

87 檪　田 3万円
小
こ

園
ぞの

泰
やす

治
はる

母 サキヱ 99 蓼　池 5万円
原口 隆

たか

志
し

母 ナミ 88 蓼　池 3万円
肥
ひ

川
かわ

順子 夫 武
たけ

久
ひさ

83 山王原 3万円
本村トシ子 子 洋

よう

子
こ

63 檪　田 2万円
園
その

田
だ

利
とし

春
はる

妻 マサ子 76 仲　町 3万円
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●赤ちゃん健診
■期日＝５月11日（木）
■受付＝午後１時～１時30分
■対象者＝
・�健診＝平成28年10月、４月生まれの乳児、平成29年２

月生まれの乳児
・相談＝平成28年６月、８月、12月生まれの乳児
■�準備するもの＝母子健康手帳（おっぱい相談希望者は

タオル３枚程度をお持ちください）
※�子どもの月齢に応じて医師の診察を行います。栄養相談
やおっぱい相談も実施しますので、ぜひご利用ください。

●予防接種を受けに行こう！
定期予防接種は、対象年齢になると指定医療機関で、無

料で受けることができます。ただし、決められた接種期限
を過ぎると全額自己負担（各ワクチン１回につき１万円前
後）となります。進学や就職に当たり、予防接種履歴の確
認（提出）が必要となる場合がありますので、対象年齢に
なったら、期限内に予防接種を受けるようにしましょう。
◎麻しん風しん混合ワクチン（MR）

■対象者
　①１期＝満１歳の幼児
　②２期＝�平成23年４月２日～平成24年４月１日生まれの幼児
■接種期限＝
　①１期＝１歳の誕生日～２歳の誕生日前日
　②２期＝４月１日～平成30年３月31日
■準備するもの＝母子健康手帳
　※�麻しん・風しんの両方にかかったことがある人は接種

する必要がありません。
◎ジフテリア・破傷風混合ワクチン（DT）

■対象者＝
　２期＝11歳以上13歳未満の児童
■接種期限
　２期＝11歳の誕生日～ 13歳の誕生日前日
　※小学校を卒業するまでには受けておきましょう。

■準備するもの＝母子健康手帳
◎日本脳炎

■対象者＝
　２期＝９歳以上13歳未満の児童
■接種期限＝
　２期＝９歳の誕生日～ 13歳の誕生日の前日
　※�平成９年４月２日～平成19年４月１日生まれの人は、

接種できる期間が「20歳の誕生日前日まで」に延長さ
れています。

■準備するもの＝母子健康手帳

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52－8101

●子育て支援センターに遊びに来ませんか？
子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」

の中にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護
者です。※保護者同伴が原則です。

月・火・木曜日の午前９時～正午までと午後1時～ 3時ま
で、金曜日は午前９時～正午まで支援センターを開放して
います。また、開放日に合わせて毎月楽しい行事や教室を
行っています。

子どもと遊べる場所を探している、お友達をつくりたい
保護者の皆さん、ぜひ親子で遊びに来てください。
●おはなし会

読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による
読み聞かせを行います。

■期日＝４月13日（木）　
■時間＝午前10時～ 11時

ファミリー・サポート・センターたんぽぽからの
お知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51－5688 

当センターは、ご近所で助け合う子育てを組織化したも
のです。
”依頼者は信頼・安心して預け、
提供者は大切にかわいがって預かってくれる”
そんな、お互いにとって優しさや喜びが響き合うことを

大切にしながら活動を行っています。

育児を頑張り過ぎていませんか？地域の人に甘えてみま
せんか？１人で悩まず、まずは気軽に相談してください。
●利用料金の助成を行っています

子ども１人１時間あたり200円の利用助成を行っていま
す。子どもを２人以上預ける場合は、２人目から基準額の
半額ですが、 利用料の助成は１人目だけとなります。
《現在行っている援助活動》
・用事やリフレッシュをしたいときの預かり
・習い事への送迎
・幼稚園・保育園などへの送迎
・児童館などへの迎えと預かり
・校区外学校への送迎
●まかせて会員を随時募集中です

地域の子育てを応援する「まかせて会員」を随時募集し
ています。送迎の協力だけでも構いません。

まずはお電話でお問い合わせください。時間外は留守番
電話で対応していますので、お名前・電話番号をメッセー
ジに残してください。こちらから、かけ直します。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●リズムウォーキング
■期日＝４月17日（月）
■時間＝午前10時～ 11時
■場所＝健康管理センター
※�音楽に合わせながら、ストレッチや「歩く」動作を中心
とした運動をします。町民なら誰でも参加できますので、
動きやすい服装で、室内履きを持ってお越しください。

●エクササイズクラブをご利用ください
町健康管理センターでは、19歳以上の町民で、エクササ

イズクラブに登録した人に、運動ホールの無料開放を行っ
ています。ぜひ、ご利用ください。
※病気治療中の人は、医師の許可が必要な場合があります。
※�年度が変わりますので、３月まで利用していた人も再登
録をお願いします。
※�運動ホールの使用可能日は、月ごとに発行しているカレ
ンダーや町の公式サイトでご確認ください。カレンダー
は健康管理センターに置いてあります。

●不妊相談・妊娠総合相談（無料）
都城保健所では、不妊に関する医療機関や治療などの相

談、思いがけない妊娠に関する悩みの相談を受け付けてい
ます。1人で悩まずに、思いを打ち明けてみませんか。
【不妊に関する相談】

■日時＝第４金曜日　９時30分～ 15時30分
■相談方法＝面接相談のみ　※要予約
■連絡先＝☎23－4504

【妊娠総合相談】
■日時＝月～金曜日（祝日を除く）９時30分～ 15時30分
■相談方法＝電話または面接相談　※面接は要予約
■連絡先＝☎23－4504

●Ｂ型肝炎ウイルス感染症
昭和23年７月１日～昭和63年１月27日の間、満７歳にな

るまでに集団予防接種を受け、集団予防接種などの注射器
連続使用でＢ型肝炎ウイルスに感染した人には、病態区分
に応じて給付金が支給される場合があります。給付金の対
象者は、各種条件を満たしている必要があります。詳しく
は、厚生労働省ホームページ「Ｂ型肝炎訴訟」を検索して
ください。

地域包括支援センターからのお知らせ
●町地域包括支援センター　☎52－8634

●こけないからだ講座開催中
「こけないからだ講座」とは、重さ調整の可能なおもりを

つけて、童謡などの音楽に合わせてゆっくりと行う体操で
す。現在、山王原・寺柱・稗田・中原・東植木地区で開催し
ています。

住民が主体となって週１回開催することが条件となりま
す。開催してみたい地区や団体などありましたら、気軽に
地域包括支援センターまでお問い合わせください。

　　　　　　

●ロコモティブシンドローム（運動器症候群）をご
　存知ですか？

ロコモティブシンドローム（以下、ロコモ）とは、運動器
の障害のために移動機能の低下をきたした状態のことをい
い、進行すると介護が必要になるリスクが高くなります。

ロコモは、筋肉・骨・関節・軟骨・椎間板といった運動器
のいずれか、あるいは複数に障害が起こり、「立つ」「歩く」
といった機能が低下している状態をいいます。

ロコモが進行すると、日常生活にも支障が生じます。い
つまでも自分の足で歩き続けていくために、運動器を長持
ちさせ、ロコモを予防し健康寿命を延ばしましょう。
●足もと元気教室

■日程＝４月12日～５月15日までの分

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

地区名 時　間 場　所 期　日
第1地区 午前9時30分～ 11時 第 1 地 区 分 館 ４月２１日（金）

第3地区 午後1時30分～ 3時 第 3 地 区 分 館 ４月１３日（木）
５月1１日（木）

第4地区 午前9時30分～ 11時 第 4 地 区 分 館 ４月１９日（水）
第5地区 午後1時30分～ 3時 轟木集落センター ４月２０日（木）
蓼　池 午前9時30分～ 11時 蓼 池 児 童 館 ４月２０日（木）

餅　原 午前9時30分～ 11時 餅 原 営 農 研 修 館 ４月１７日（月）
５月１５日（月）

三　原 午後1時30分～ 3時 三原地区　　　　　
コミュニティセンター ４月１９日（水）

花見原 午前9時30分～ 11時 花見原地区　　　　
コミュニティセンター ５月２日（水）

中　原 午前9時30分～ 11時 中原地区　　　　　
コミュニティセンター

４月１２日（水）
４月２６日（水）

今　市 午前9時30分～ 11時 今 市 児 童 館 ５月１日（月）

下　新 午前9時30分～ 11時 第 7 地 区 分 館 ４月１４日（金）
５月１２日（金）

第8地区 午前9時30分～ 11時 第 8 地 区 分 館 ４月２８日（金）

第9地区 午後1時30分～ 3時 第 9 地 区 分 館 ４月１２日（水）
４月２６日（水）

・子育てを手助けしてほしい人→おねがい（依頼）会員 
・子育ての援助をしたい人→まかせて（提供）会員

■�準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
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※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
４月13日（木）～５月17日（水）

みまたくらしのカレンダー

◎ 今月の表紙

『春らんまん』
５月１日（月）は納期限です
　納期限内に納付しましょう。
●固定資産税（第1期）

口座振替日は４月25日（火）です。また、再振替日は５月10
日（水）に行います。振替日の前日までに預貯金口座の残高確
認をお願いします。口座の解約などで振替ができなかった場
合は、「口座振替不能用の納付書」を送付します。納付書に記
載されている納付場所で早めに納めてください。
■問い合わせ＝納税管理係 ☎52－9635

『催告』を確認したら担当係に連絡をください
町役場からの「通知」「電話」「訪問」などによる『催告（納

付を請求すること）』を確認したら、必ず担当課・係に連絡を
してください。連絡がなかった場合は「納付する意思がない」
とみなし、財産差し押さえなどの滞納処分を行うことがあり
ますので、ご注意ください。
■問い合わせ＝特別収納対策係 ☎52－9634

軽自動車税の減免申請を受け付けます
４月１日現在、軽自動車を所有している人で、身体障害者

などの減免を希望する人は、次の要領で申請してください。
※�減免申請書にマイナンバー（個人番号・法人番号）の記載が
必要です。

■�受付期間＝５月31日（水）まで。ただし、土日・祝日は除き
ます。期日を過ぎると受け付けできません。

■�持ってくるもの＝個人番号確認書類、障害などを証明する
もの（身体障害者手帳、戦傷病者手帳など）、運転免許証、車
検証、印かんなど（家族が運転する場合、各種証明書類が必
要となる場合があります。）

■�申請できる人＝障害の内容や等級で異なります。詳しくは
お問い合わせください。

■�注意事項＝減免申請は、軽自動車または普通自動車のどち
らか１台に限られます。受け付けた減免申請は、納期限（５月
31日）後に取り消しすることはできません。ご了承ください。

■問い合わせ＝住民税係 ☎52－9638

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第19位／平成29年１月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位
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※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕
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贖あ
が
な

い
の
日
々

2 火 ◦可燃物

3 水

◎畠中小児科医院（小） ☎52-6000（三股町）

◎おおくぼクリニック（内） ☎26-1500（千　町）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎安藤胃腸科外科医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

◦図書館休館日

4 木

◎城南病院（小・内） ☎23-2844（大王町）

◎瀬ノ口医院（内・消） ☎25-5155（姫城町）

◎大橋クリニック（内・消・リハ） ☎37-0539（庄内町）

◎三州病院（外・胃・内） ☎22-0230（花繰町）

◎倉内整形外科病院（整） ☎22-1252（上　町）

◎くぼた眼科（眼） ☎26-3100（南鷹尾町）

◦図書館休館日

5 金

◎児玉小児科（小） ☎25-5570（花繰町）

◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）

◎しげひらクリニック（内） ☎27-5555（神之山町）

◎もりやま脳神経外科（脳） ☎21-6888（久保原町）

◎速見泌尿器科医院（泌）☎24-8344（妻ヶ丘町）

◎いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻） ☎36-5555（千　町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
6 土

7 日

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎野辺医院（内・胃） ☎22-0153（上　町）

◎大岐医院（内・胃） ☎57-2025（山之口町）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎寺本整形外科医院（整） ☎22-1171（北原町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

8 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
9 火 ◦可燃物
10 水

11 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
12 金 ◦可燃物
13 土

14 日

◎早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） ☎36-6117（早水町）

◎共立医院（内） ☎22-0213（蔵原町）

◎坂田医院（内・消・胃） ☎51-2003（三股町）

◎たかお浜田医院（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）

◎どいクリニック（外・胃・内） ☎22-1825（上東町）

◎宮田眼科病院（眼） ☎22-1441（蔵原町）

15 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
16 火 ◦可燃物
17 水 ◦図書館休館日

13 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
14 金 ◦可燃物
15 土

16 日

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎山下医院（内・呼） ☎52-1348（三股町）

◎ひかりクリニック都城（内・循・消） ☎26-1820（上長飯町）

◎一心外科医院（外・胃・肛門・内） ☎52-7788（三股町）

◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

◎永吉眼科医院（眼） ☎22-1530（姫城町）

17 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
18 火 ◦可燃物
19 水 ◦図書館休館日
20 木 ◦缶・瓶
21 金 ◦可燃物
22 土

23 日

◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）

◎藤元上町病院（内） ☎23-4000（上　町）

◎ゆうクリニック（内） ☎46-6100（広原町）

◎とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎ならはら皮膚科医院（皮） ☎22-1455（志比田町）

◎丸田病院（産・婦） ☎23-7060（八幡町）

24 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
25 火 ◦可燃物
26 水

27 木 ◦不燃物　
28 金 ◦可燃物

29 土

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎三嶋内科（内） ☎24-7171（鷹　尾）

◎豊栄クリニック（内） ☎39-2525（下長飯町）

◎はまだクリニック（外・胃・肛門） ☎45-2266（祝吉町）

◎花房泌尿器科医院（泌） ☎25-1177（北原町）

◎たき心療内科クリニック（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

◦図書館休館日

30 日

◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）

◎伊達クリニック（内・循） ☎36-7088（牟田町）

◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）

◎メディカルシティ東部病院（外） ☎22-2240（立野町）

◎姉川医院（皮・泌） ☎22-2205（小松原町）

◎武田産婦人科医院（産・婦）☎22-0336（蔵原町）

1 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日

◎４月の予定

新城さんの菜の花畑

東原地区にある新城孝一さんの畑に
は、春は菜の花、秋にはコスモスが咲
き誇ります。遊歩道や休憩所が整備さ
れた花畑には、地域の人たちが集まっ
て弁当を食べたり写真撮影をしたり
と、思い思いに春を満喫します。花の香
りに包まれて、子どもも大人も自然と
笑顔になれるこの場所は、地域のつな
がりが生まれる場所の一つです。

（
全
２
回
）

◎５月の予定

広報みまた 2017.421 20PublicRelations



■
茶
じ
ょ
け

町
民
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
広

報
を
し
た
い
と
、
夢
中
で
毎
日

を
過
ご
す
う
ち
に
２
年
と
い
う

時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
行

く
先
々
で
声
を
掛
け
て
い
た
だ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
撮
影

し
、
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
出
会
い
は
私
の
宝
物
で
す
。

初
め
て
の
茶
じ
ょ
け
に
書
い
た

と
お
り
、
こ
の
経
験
は
私
の
視

野
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
と
な

り
、
人
生
の
転
機
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
本
号

を
も
っ
て
広
報
担
当
を
離
れ
ま

す
。
▽「
仕
事
と
は
誰
か
の
役

に
立
つ
こ
と
」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
の
し
た
仕
事
が
誰
か
の
役
に

◦男／11,809人◦女／13,655人◦計／25,464人（前月比＋13人）
◦世帯数／10,055戸（－2戸）◦出生／15人◦死亡／30人
◦転入／69人◦転出／41人

三股町の人口 平成29年３月１日現在
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立
っ
て
い
た
の
か
、
自
分
で
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
に
支
え
ら

れ
、
皆
さ
ん
と
共
に
作
り
上
げ

た
広
報
紙
だ
と
い
う
自
信
は
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の

ま
ち
の“

今”

を
生
き
る
町
民

の
１
人
と
し
て
、
仕
事
や
地
域

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
誰
か
の

役
に
立
て
る
よ
う
に
皆
さ
ん
と

手
を
取
り
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
と
メ

モ
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ま

た
違
う
場
面
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
が

ん
そ
！〈
り
〉
こ
と
、
上
村
竜
一

※�

ま
た
が
ん
そ･･･

諸
県
弁
で

「
ま
た
ね
」
と
い
う
意
味
。

津　

曲　

香
代
子

寒
き
朝
庭
の
水
仙
凜
と
し
た
る
姿
に
咲
き
て
春
を
待
ち
を
り

甘
酒
を
初
め
て
味
は
ふ
孫
の
言
う
好
き
な
甘
さ
と
催
促
さ
れ
る

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
今
年
の
冬
は
も
の
す
ご
く
寒
か
っ
た
。け
れ
ど
も
庭
の
水
仙
の
花
が
き

れ
い
に
咲
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
春
が
近
づ
い
て
き
て
い
る
と
い

う
気
が
し
ま
す
。

甘
酒
を
久
し
ぶ
り
に
作
っ
た
の
で
孫
に
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
好
き
な
甘

さ
だ
と
お
か
わ
り
を
催
促
さ
れ
ま
す
。甘
さ
に
慣
れ
た
今
で
は
少
し
物

足
り
な
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
健
康
に
も
い
い
そ
う
で
す
。

218

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
96

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
感
謝
の
心
が
長
生
き
の
秘
訣

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

互
い
に
支
え
合
う
４
世
代
家
族

﹁
好
き
嫌
い
な
く
、
何
で
も
食
べ
ま

す
よ
」。有
馬
さ
ん
は
、
１
０
０

歳
を
超
え
て
い
る
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
元

気
。風
邪
を
ひ
い
た
こ
と
も
記
憶
に
な
い

ほ
ど
昔
の
話
だ
と
い
う
。し
か
し
、
１
年
前

に
転
倒
し
て
腰
を
骨
折
。頭
部
も
痛
打
し
、

記
憶
の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

医
師
は
回
復
の
見
込
み
が
少
な
い
と
診

断
。自
宅
で
の
介
護
生
活
が
始
ま
っ
た
が
、

４
世
代
で
暮
ら
す
家
族
が
い
つ
も
献
身
的

に
話
し
掛
け
て
く
れ
た
た
め
、
笑
顔
が
絶

え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。そ
の
甲
斐
あ
っ

て
、医
師
も
驚
く
ほ
ど
順
調
に
回
復
。約
２

カ
月
で
記
憶
を
取
り
戻
し
、
身
の
回
り
の

こ
と
も
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

家
族
は
「
毎
日
楽
し
く
過
ご
せ
る
の
は
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
の
お
か
げ
。元
気
で

い
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
」

と
、
そ
の
存
在
の
大
切
さ
を
か
み
締
め
る
。

互
い
の
感
謝
の
心
が
家
族
に
笑
顔
を
生
み

出
し
て
い
る
。そ
し
て
有
馬
さ
ん
は
、
今
日

も
笑
顔
で
家
族
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
。

８
周
年
の
感
謝
を
込
め
て    

町
物
産
館「
よ
か
も
ん
や
」
は
、
４
月
16

日
で
８
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
愛
顧

の
お
か
げ
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
よ
か
も
ん
や
で
は
約
２
８
０
の
生

産
者
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

３
０
０
０
種
類
の
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
毎
月
第
４
日
曜
日
に
行
っ
て
い

る『
み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
市
』
も
今
月

で
１
１
８
回
を
迎
え
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

来
場
者
数
も
増
え
て
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま

す
。今
後
も
よ
か
も
ん
や
で
は
、
よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

物
産
展
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
大
人
も
子

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市

ど
も
も
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。皆

さ
ん
か
ら
も
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

こ
れ
か
ら
も
、
安
心
・
安
全
の„
よ
か
も
ん
＂

を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う
、
そ
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
末
永
く
愛
さ

れ
る
お
店
づ

く
り
を
目
指

し
、ス
タ
ッ
フ

一
同
頑
張
り

ま
す
の
で
、今

後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
愛
顧
・

ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

https://facebook.com/mimata.yokamonya

西　

畑　

よ
し
子

★

★

歌
と
ダ
ン
ス
が
大
好
き
な
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ

い
茉
莉
ち
ゃ
ん!
お
兄
ち
ゃ
ん
、
弟
と
３
人
い
つ

ま
で
も
仲
良
く
過
ご
し
て
ね
♥

清し

水み
ず

茉ま
つ

莉り

ち
ゃ
ん

◎
平
成
26
年
11
月
21
日
生
ま
れ（
２
歳
）

◎
清
水
健
三
さ
ん
・
佐
矢
香
さ
ん
の
長
女

第
54
回

今
市
在
住 

有
馬
エ
ダ
さ
ん（
103
）

春本番じゃな！
みんな連れだって
花見へ行こう♪

■
期
日
＝
４
月
23
日（
日
）
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

い
つ
も
可
愛
い
笑
顔
で
癒
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
強
く
、
優
し
く
、
健
康
に
大
き
く
育
っ

て
ね
。

馬ま

渡わ
た
り

桃と
う

士し

朗ろ
う

く
ん

◎
平
成
27
年
６
月
28
日
生
ま
れ（
１
歳
） 

◎
馬
渡
大
地
さ
ん
・
七
月
さ
ん
の
３
男

生産者の皆さんとスタッフ
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◎町　章／�町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

 ◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

 ◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

■問い合わせ　企画政策課  地域政策係　☎52-1114（直通）

http://www.town.mimata.miyazaki.jp
https://www.facebook.com/mimatatown
https://facebook.com/mimata.yokamonya
http://www.town.mimata.lg.jp



